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　このバスは、単なる交通手段ではあり

ません。特に高齢者にとっては、毎日の

大切な外出手段であり、孤独を防ぐため

の安否確認の場でもあります。バスのド

ライバーも、単なる「運転手」ではなく、

地域コミュニティの大切な一員として、利

用者一人ひとりを見守り、温かな声かけ

を通じて安心感を届けています。バスに

乗ることで、利用者同士の笑顔や会話

が生まれ、まるで昔ながらの町内会のよ

うな温かい絆が広がります。

　実は、このような無料で運行される「公

共施設循環福祉バス」は、大阪府内で

も非常に珍しい存在です。無料で利用

できるバスは、南河内では羽曳野市と

松原市だけの取り組みであり、市が直接

運営しているのは、羽曳野市のみとなっ

ています。こんなサービスを提供できるの

は、地域に根差した深い信頼とつながり

があってこそ。市民にとって、このバスは

ただの交通手段を超えて、毎日の生活

に寄り添う大切な「心の支え」となって

いるのです。

　そして、この「公共施設循環福祉バス」

を支えているのが、地元住民との深い交

流を大切にしているベテランドライバーたち

です。彼らの温かい見守りと、安全運行

へのこだわりが、地域の安心感を守り、絆

を深めています。彼らの言葉からは、ただ

の運転手ではなく、「地域の一員」として

の誇りと責任感が伝わってきます。今回は

そんな「公共施設循環福祉バス」を支え

るベテランドライバーたちのインタビューを中

心に彼らの温かい見守りと、地元住民との

深い交流を通してこの街のあたたかさをお

届けします。

阪倉永造さん（勤続9年目）阪倉永造さん（勤続9年目）

バス運行ルートバス運行ルート・・時刻表時刻表
はこちら→はこちら→

芝池幸恵さん（勤続 11年目）芝池幸恵さん（勤続 11年目）

「「公共施設循環福祉バス公共施設循環福祉バス」」の年間利用者数約１０万８千人の年間利用者数約１０万８千人
（令和７年度調べ）（令和７年度調べ）

生まれも育ちも羽曳野生まれも育ちも羽曳野
市内の地理は隅 ま々で把握している市内の地理は隅 ま々で把握している

以前は10トントラックや以前は10トントラックや
重機の運転重機の運転経験経験も積んだベテランも積んだベテラン

～あなたはこの～あなたはこのまちまちに、こんな優しさがあることをご存知ですか？～に、こんな優しさがあることをご存知ですか？～

「ちょっといいが
　　　　そこにある」

羽曳野

　　日々忙しい生活の中で、ふとした日々忙しい生活の中で、ふとした

瞬間に立ち止まって気づくことがあり瞬間に立ち止まって気づくことがあり

ます。それは、私たちの暮らしの中ます。それは、私たちの暮らしの中

にひっそりと存在し、でも確かな役にひっそりと存在し、でも確かな役

割を果たしている、そんな無償の思割を果たしている、そんな無償の思

いやり。羽曳野市で運行されているいやり。羽曳野市で運行されている

無料の無料の「「公共施設循環福祉バス公共施設循環福祉バス」」も、も、

その一つです。その一つです。

～公共施設
　循環福祉バス編～
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―循環バスを運転する中での「やりがい」や、魅力について

教えてください―

阪倉：やはり市民の皆さんとの距離が近く、フレンドリーに接

することができる点です。

「お母ちゃん、今日はどこ行くん？」と声をかけたりして、日常

の何気ない会話を楽しんでいます。単なる移動手段ではなく、

高齢者の方々が外に出るきっかけ作りをお手伝いしている感

覚ですね。

芝池：お客様から「ありがとう」「助かっている」と笑顔で声

をかけていただけることが一番の励みになります。ご高齢の方

が目的地に向かう後ろ姿を見送ると、安全に運行しようという

意識がより高まりますね。

―利用者の方 と々の印象的なエピソードはありますか？ ―

阪倉： 2 号車は特に賑やかですね。乗客の方々同士でお互

いの安否確認をしていて、誰かが入院したと聞けば「早く良く

なってまた出てこなあかんで」と電話し合ったりしています。ま

るで「走る遠足」のような温かい雰囲気があります。

芝池：高齢者の方にとって、このバスが「最終的な移動手段」

になっているというお話をよく聞きます。免許を返納したり、自

転車に乗れなくなったりした方が、このバスがあるから買い物

や病院、体操教室に行けると喜んでくださっています。

―無料運行であることの意義をどう感じていますか？ ―

阪倉：「無料だからこそ、交通費を気にせず毎日活動できる」

市では市民の皆様に寄り添った施策を推進しています。その一環として、「公共施設循環福祉バス」を無料

で運行する取り組みは、近隣市や大阪府内でも数少ない貴重な事業だと考えております。このバスが、市民

の皆様にとって大切な移動手段であり、安心して外出できる場となっていることを大変嬉しく思っております。

高齢者の方々が出かけやすい環境作りや、利便性向上の為の停留所再配置などの取組の他、このサービス

を長く維持していくためには、コスト面での工夫が必要でもあり、市としては、バスの車体広告を通じて企業に

もご協力をお願いし、その費用を補填することで、無料での運行を支える仕組みを作るなど、継続的に市民

の福祉に貢献できるよう努力を惜しまず取り組んでおります。

これからも、市民の皆様のために全力でより良いまちづくりを目指してまいります。

という方が多いです。もし有料だったら、これほど頻繁に外

出はできないという声をよく聞きます。

芝池：利用者の皆さんは「いつ有料になるのか？」「いつ

か無くなってしまうのではないか？」という不安も持たれてい

ます。市が努力して無料で続けていることを、とてもありが

たいと感じてくださっています。

―安全運転や高齢・障害のある方への配慮で気をつけて

いることは？  ―

阪倉：急ブレーキを避け、ゆっくり、着実に走ることを心が

けています。また、お喋りに夢中で違う号車に乗ってしまう

こともあるので、声をかけてケアするようにしています。

芝池：運転手同士で昼休みに情報共有をしています。「あ

の方は耳が少し不自由だから、マイクで大きめにアナウンス

しよう」とか「最近足が弱っているから乗り降りに気をつけ

よう」といった連携プレーを大切にしています。

―最後に、市民の皆様へメッセージをお願いします。―

阪倉：乗ったことがない方は、ぜひ一度気楽に乗ってみて

ほしいです。一度 1 周してみれば、羽曳野の意外な景色や

新しいコースが見つかって面白いですよ。

芝池：これからも皆さんの「福祉の足」として、安全に走り

続けていきたいと思っています。笑顔で乗ってきてくださるの

が、私たちにとって一番嬉しいことです。

総務部管財用地課総務部管財用地課
萬田　萬田　課長課長

市役所担当の声市役所担当の声



4 −はびきの　令和8年（2026年）6月−

６月から「はびきの市民生活応援商品券」が利用できます
　物価高騰の影響を受ける市民生活を支援し、市内での消費を喚起するため、
　対象者に、市内取扱店舗で利用できる商品券を配付しています。

配　付　額
64 歳以下※ 1 人あたり5,000 円
65 歳以上※ 1 人あたり8,000 円

※令和 8 年 3 月1日（基準日）時点で本市に住民登録のある人が対象。
※年齢は基準日時点の満年齢で判定します。

　使用期間　6 月1日㈪～ 10 月31日㈯　※期間外の利用はできません。

　使用できる店舗
　商品券に同封している「商品券利用店舗一覧表」を確認ください。
　（最新情報は羽曳野市商工会ホームページ参照）
　利用店舗には、右図の目印が掲示されています。

　問合せ　はびきの市民生活応援商品券コールセンター
　　　　　☎ 072-947-0112（平日9:00 ～１７:00）

　郵便局の保管期間内に商品券を受け取れなかった場合
　受取ができず、郵便局の保管期間

（１週間）が過ぎた商品券は市で預
かり、該当者には、順次はがき（ご
案内兼引換券）を送付します。
　はがきと本人確認書類を持参し、
経済労働課窓口までお越しください。
　【受取期限】10 月30日㈮ 
※世帯主、同一世帯の人以外の受取
には委任状が必要。詳細は、はがき
かウェブサイト参照。

  ▲▲!   本商品券は再発行ができません。受取後は紛失しないよう注意くださ本商品券は再発行ができません。受取後は紛失しないよう注意くださいい。。▲▲!!

令和 8 年 6 月号 ～現在の市役所が建設されてから、新しい市役所までの道のり～

昭和 49（1974）年 本庁舎（本館）・A 棟建設

平成 25（2013）年 本館の耐震診断を実施

令和 3（2021）年 新庁舎整備について検討を開始

5（2023）年 基本構想を策定（パブリックコメント実施）
シンポジウム・市民ワークショップ開催

6（2024）年 基本計画を策定（パブリックコメント実施）
シンポジウム開催

7（2025）年
基本設計図書完成（パブリックコメント実施）

「実施設計及び工事施工」公募型プロポーザル公告 ⇒ 中止
⇒ 11 月　見直しの上再公告

8（2026）年「実施設計及び工事施工」　契約
実施設計を開始

12（2030）年 新庁舎での業務開始（予定）

13（2031）年 全体供用開始（予定）

【完【完成成イイメージメージ】】

＼最新情報はこちら／

冊子表紙（8,000 円分）【対象】65 歳以上

使用できる店舗には目印が掲示されています

冊子表紙（5,000 円分）【対象】64 歳以下

見 本

見 本

ステッカー

ポスター フラッグ

ワークショップ企画進行中！
最新情報などは
市ウェブサイト参照▶

新庁舎新庁舎だだよりより 新しい市役所について皆さんに知ってもらうため、
新庁舎が完成するまでの間、色々なお知らせや情報を発信していきます。

  問問■■問問  象象管財用地課 庁舎整備推進室
□cityhall-project@city.habikino.lg.jp

▼商品券を市で預かる人に届くはがき（ご案内兼引換券）▼

耐震性能に問題があることがわかったものの、
当時は他の事業を優先

安全性の確保が急務と判断

隈研吾氏 登壇

敷地すべての整備が完了

新庁舎だより

　　　　とは？
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＜中学校給食＞ ＜中学校給食＞ 令令和和88年度 年度 多子世帯学校給食費助成事多子世帯学校給食費助成事業業ののお知らお知らせせ（第（第 33 子以降対象）子以降対象）

小学校名 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合計
古　市 62 37 63 60 51 73 346
駒ヶ谷 10 11 19 10 16 19 85
西　浦 53 38 60 56 61 62 330
高　鷲 56 44 44 52 61 45 302
丹　比 68 51 57 63 53 61 353

羽曳が丘 84 90 102 128 108 127 639
白　鳥 40 41 35 39 50 37 242
高鷲南 79 90 81 91 96 68 505
古市南 42 41 55 36 47 49 270

恵我之荘 65 67 52 56 49 71 360
埴生南 61 94 88 73 77 81 474
高鷲北 37 39 43 33 51 41 244
西浦東 26 8 22 24 19 24 123

はびきの埴生学園 前期 60 64 60 39 59 59 341
合　計 743 715 781 760 798 817 4,614

中学校名 1（7）年 2（8）年 3（9）年 合計
誉　田 113 110 115 338
高　鷲 96 98 108 302
峰　塚 215 254 285 754
高鷲南 129 144 129 402
河原城 135 117 148 400

はびきの埴生学園 後期 47 52 54 153
合　計 735 775 839 2,349

※カッコ内は、はびきの埴生学園後期課程の学年

＜昨年度からの人数比較＞
年度 小学校 中学校 合計

令和 8 年度 4,614 2,349 6,963
令和 7 年度 4,672 2,410 7,082

　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》学校教育課

市内学校児童生徒数の公表 ＜令和 8年 5月 1日現在＞

「特色ある学校づくり」成果報告　～地域の魅力を学びのチカラに！～ 《問合せ》学校教育課

　市独自の子育て施策として、22 歳以下の子を３人以上扶養している世帯の第３子以降の子の中学校給食費を、
全額相当分助成します。詳しくは、２学期以降、広報やウェブサイトなどでお知らせします。

　申 請 受 付 開 始　10 月上旬（予定）
　助成金振込時期　令和 9 年 5 月上旬（予定）
　助　成　金　額　中学校・義務教育学校（後期課程）：一律  年額 49,000 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》 食育・給食課

市内小・中学校において、各地域の特色を活かした独自の教育活動を支援する「特色ある学校づくり推進事業」を実施しました。
＜事業実施校の取り組み報告＞
駒ヶ谷小学校　「食育　SDG ‘s プロジェクト」～食べるって、いのちがつながること～（ぶどう栽培やコンポスト作りなど）
丹比小学校　『ホン・ツナ』本・気持ちで地域とつながりたい２nd（地域の協力による読み聞かせや読書ビンゴなど）
羽曳が丘小学校　学級担任から学年担任へ（教科担任制の推進）（複数の教員で児童を多角的に見守る体制を構築）
高鷲南小学校　自立した市民として地域を愛し地域で活躍する人材の育成　～思考力・判断力・表現力に視点を当てて～
　　　　　　　（卒業生との交流や新キャラクター活用など）
恵我之荘小学校　「羽曳野が好き！～人と繋がり、まちに誇りを～」（独居高齢者への手紙や交流会など）
埴生南小学校　宿題がきっと好きになる～やっちゃえ宿題！仲間とともに～（学習習慣の定着と意欲向上をめざした放課後学習）
高鷲北小学校　「グングン授業ウキウキ休み時間」（体育での ICT 活用や遊びの環境整備など）
西浦東小学校　「子どもたちが地域に誇りをもてる場　　西浦東ビオトープをつくろう」（ビオトープでの栽培や他校との交流など）
高鷲南中学校　「“早寝早起き朝ごはん” を中心とした望ましい生活習慣の確立」（朝ごはん運動や親子クッキングなど）
誉田中学校　「チーム誉田・はびきのええもんつくり隊」表現活動活性化事業 Ver.2（地域農家と連携したレシピ考案や絵本制作など）
河原城中学校　はびきのカルタ（市内全中学校で「はびきのカルタ」を制作）

児童数（人） 生徒数（人）

児童生徒数（人）

【駒ヶ谷小】コンポスト作り 【恵我之荘小】高齢者との交流会 【西浦東小】ビオトープでの交流会 【河原城中】はびきのカルタ制作
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子育て支援子育て支援すくすくすくすく

« 広場 » ㈪～㈮ 10:00 ～11:30 ※㈷除く

子育て支援センター
いちご
ぶどう
ばなな

0 歳児（令和 7 年 4 月 2 日生まれ～）
1歳児（令和 6 年 4 月 2 日～令和 7 年 4 月1日生まれ）
2・3 歳児（令和 4 年 4 月 2 日～令和 6 年 4 月1日生まれ）

就学前の子どもが集まる「みんなの広場」「年齢別広場」「双子、年子の広場」、一日開放の「フリーデー」など。
詳しくは、センターニュース「てとてと」（ウェブサイト）をご覧ください。

子育て支援センターふるいち　　古市 4-2-9（古市複合館）　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350
子育て講座 「乳幼児の心肺蘇生（AED あり）」　■■とと■■きき 6 月 24 日㈬ 13:30 ～ 16:30　■■対対■■象象 就学前の子どもをもつ保護者、ファミサポ会員、一般　■■申申■■込込 受付中（電話か窓口）

子育て講座 第一回「お医者さんに聞いてみよう！」～病気のときは…～　■■講講■■師師  象象松岡　太郎 氏（小児科医）　■　■と とと と■■きき 6 月 25 日㈭ 10:00 ～ 11:30　
■■対対■■象象 就学前の子どもをもつ保護者、一般　■■申申■■込込 ６月８日㈪～（電話か窓口）、保育有（生後 5 カ月から、先着１２人）
こもも教室　■■とと■■きき 6月9日㈫・11日㈭10:00～11:30（2回連続講座）　■■対対■■象象 市民で主に4～6カ月の赤ちゃんとその保護者　■■申申■■込込 受付中（電話か窓口）
はびきのファミリー・サポート・センター協力会員募集中
子育て世代のご家庭のお手伝いをして下さる有償ボランティアさんを募集しています。詳しくは下記までお問い合わせ下さい。
■■問問 古市 4-2-9　子育て支援センターふるいち内　☎ 072-956-4943
子育て支援センターむかいの　　向野 523（向野こども園旧園舎 1 階）☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361
子育て講座 第一回「お医者さんに聞いてみよう！」～病気のときは…～　■■講講■■師師  象象松岡　太郎 氏（小児科医）　■　■と とと と■■きき 6 月 11 日㈭ 10:00 ～ 11:30　
■■対対■■象象 就学前の子どもをもつ保護者、一般　■■申申■■込込 5 月 25 日㈪～（電話か窓口）、保育有（生後 5 カ月から、先着１２人）
こもも教室 　■■とと■■きき 6 月 18 日㈭・22 日㈪ 10:00 ～ 11:30（2 回連続講座）　■■対対■■象象 市民で主に 4 ～ 6 カ月の赤ちゃんとその保護者　  定定■■申申■■込込 受付中（電話か窓口）

リフレッシュ講座 「バランスボールでエネルギーチャージ」　■■講講■■師師  象象森山　美紀 氏　■　■と とと と■■きき 7 月 2 日㈭ 10:00 ～ 11:30　
■■対対■■象象 就学前の子どもをもつ保護者、ファミサポ会員、一般　■■申申■■込込 6 月 15 日㈪～１９日㈮（電話か窓口）　■■定定■■員員  きき１２人、保育有（生後 5 カ月から）

NPO 法人 つどいの広場 カンナ　高鷲 5-422-22　☎・FAX 072-939-1625
【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00

ポップコーンを作って食べよう 5 日㈮ カラーボールで遊ぼう  12 日㈮
父の日制作  19 日㈮ おばあちゃんと遊ぼう＆相談会 26 日㈮
※実施時間すべて 10:00 ～ 12:00

NPO法人 サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

あいあい
ルーム

えほん・あらかると　9 日㈫ 10:30 ～ 11:30
かきくけ子育て　9 日㈫ 11:00 ～ 12:00
おもしろ歯医者さんのためになる話（※電話予約制）
12 日㈮ 10:30 ～ 11：30（電話受付 9:00 ～ 17:00）※プレゼントあり
ホップ・ステップ・リトミック　23 日㈫ 10:30 ～ 11:30

就労相談（子育て中の再就職）第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00
子育て何でも相談 平日 10:00 ～ 16:00（電話可）広場開放 ㈫㈬㈮ 10:00～16:00 ※🅟あり

手をつなぐ子育て くるみ共同保育園（社会福祉法人 あすなろ）
壺井 508-1　☎ 072-957-3282　※前日までに電話にて予約
田植え体験　9 日㈫ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象 3 歳以上、大人　■■持持■■物物 着替え、タオル、水筒、ビーチサンダル
七夕飾りづくり　25 日㈭ 10.:00 ～ 11:30　■■対対■■象象 2 歳以上　■■持持■ ■ 物物物物 着替え、水筒

【子育て講演会】場所：石川プラザ　27 日㈯ 9:45 ～ 11:15　■■対対■■象象 大人
園庭開放 ㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00 ／子育て相談を随時実施　※🅟あり

四天王寺悲田院
地域子育て支援センターぼのぼ
学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約
0 歳 サ ロ ン  10 日㈬
10:30～11:30
1 歳 親 子 教 室 17 日㈬
2・3 歳親子教室 24 日㈬
す こ や か 広 場 12 日㈮

10:30
～

11:30
※予約不要、自由参加
赤 ち ゃ ん 広 場 
8 日㈪・22 日㈪ 10:30～11:30
お 絵 描 き  23 日㈫
※汚れてもいい服でお越しください
リ ズ ム の 日  26 日㈮

10:30
～

11:30
㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受付

つどいの広場事業（6月）

NPO法人 南河内こどもステーション ～子どもから大人まで～ 
市役所南側 ☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
農業体験「ジャガイモ堀り」　14 日㈰ 10:00 ～ 13:00　■■場場■ ■ 所所所所 れんげ農場　※要参加費
みんなの食堂　㈮ 17:30 ～ 19:30・㈯ 11:00 ～ 13:00
みんなの居場所　㈪～㈯ 10:00 ～ 17:00（おやおやくらぶ 5 日㈮ 絵本の読み聞かせ、育児相談など）
一時保育（要登録）　㈪～㈮ 10:00～16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷ 時間外応相談）　■■￥￥  象象乳幼児1時間500円～
やってみようくらぶ　㈯ 思考力・パソコン / 第1・3 ㈯ PM 図工 / 第2・4 ㈯ PM 英語（27 日㈯11:00～12:00 科学）※要参加費
習字くらぶ　㈮ 16:30 ～ 17:30　毛筆・こう筆など習字を学ぼう　※要参加費
こどもの手編み教室　第 4 ㈪ 15:30 ～ 16:30
子育て電話相談 ㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00（羽曳野こども家庭サポーターの会）

子育て広場に遊びに来ませんか？
絵本の読み聞かせ・おままごと・季節の工作・
園庭遊びなど。保育士・臨床心理士・社会
福祉士に子育て相談が可能
■■とと■■きき 6月16 日㈫ 10:00～11:30　
■■場場■■所所  所所羽曳野荘 多目的ホール　
■■問問 児童養護施設羽曳野荘
　 中條・西岡 
　 ☎ 072-956-2102

▼羽曳野荘
　ウェブサイト
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児童虐待の疑いなど “おかしい”と思ったら
㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く

子どもの居場所づくり
　　　　　　　団体一覧

病後児保育（0 歳～学童）　とと

利用時間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）
※カッコ内は延長可能時間

［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■■込込  込込㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥ 1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
　 ●給食費５００円（おやつ代含む）※令和８年４月１日より
　 ●非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額
■■問問 �NPO 法人サポートネットワーク ぬくもりあいあい保育園

（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

公立教育・保育施設の子育て支援（6 月）
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん

羽曳が丘幼稚園［958-7201］
園庭開放 5 日㈮ 9:30 ～ 10:30
未就園児教室19 日㈮ 9:30 ～ 10:30

埴 生 南 幼 稚 園［957-0212］ 未就園児教室10 日㈬ 9:30 ～ 10:30

埴 生 幼 稚 園［955-1062］
未就園児教室11 日㈭ 9:30 ～ 10:30
園庭開放 23 日㈫ 9:30 ～ 10:30

高 鷲 南 幼 稚 園［955-1624］ 未就園児教室 8 日㈪ 13:30 ～ 14:30
こども未来館たかわし［955-0730］

 園庭開放　㈫㈭ 10:00 ～ 11:00
向 野 こど も 園［953-2071］
古 市 こど も 園［958-0206］
軽 里 保 育 園［958-3338］
はびきの保育園［958-3328］
■■持持■■物物  物物着替え・タオル・水筒・上靴（幼稚園のみ）　■■対対■■象象  物物未就園児と保護者

予定（中止の場合あり）や育児相談など、詳細は事前に各園へ問い合わせください。

民間教育・保育施設の子育て支援（6 月）
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高鷲保育園 ［953-3883］㈪～㈮10:00 ～12:00 雨天中止
さかとがはらこども園 ［956-6246］第 2・4 ㈯10:00 ～11:00 雨天中止
明の守こども園 ［954-9630］第 3 ㈫10:00 ～11:00 （要予約）
認定こども園 誉田保育園 ［958-2525］27 日㈯10:00 ～11:00 雨天中止
郡戸こども園 ［938-5280］第 2 ㈫10:00 ～11:00 雨天中止
高屋保育学園 ［957-1234］㈫㈭14:30 ～15:45 雨天中止
四天王寺悲田院こども園［957-7517］㈫㈮10:00 ～11:00 雨天中止
あおぞらこども園 ［950-1105］第 4 ㈬10:00 ～11:00
ベビーハウス社協 ［930-0240］18 日㈭10:00 ～11:00
認定こども園 白鳩羽曳野幼稚園 [957-0555] 15 日㈪・29 日㈪11:00 ～11:30

～お母さんと乳幼児～

マタニティ交流会 ※予約制 (WEB 申込可）
手作りグッズ作成「わが子だけの母子手帳カバー」
■■とと■■きき  象象7 月 17 日㈮ 14:00 ～ 16:00
■■対対■■象象 妊娠 36 週未満の妊婦さん（妊娠 36 週以降の人は相談）
　　 ※保育なし

マタニティスクール ※予約制 (WEB 申込可）
■■とと■■きき  象象6 月コース：① 6月9日㈫  ② 20 日㈯  ③ 30 日㈫
■■対対■■象象  象象��象象初産婦さん・①②③とも参加可能な人優先

はじめての育児交流会 ※予約制（WEB 申込可）
■■とと■■きき  象象6 月 30 日㈫・7 月 17 日㈮ 14:00 ～ 16:00 
■■対対■■象象  象象生後２カ月頃～４カ月健診までの赤ちゃんと家族　

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

こども家庭支援課 母子保健担当     ☎ 072-956-1000

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
対象児に個別通知します。
健診日 2 週間前までに通知が届いていない方はご連絡ください。

種類 日程 対象児

4 カ月児
健康診査

6 月 12 日㈮ 令和 8 年 2 月 1 日～ 14 日
6 月 26 日㈮ 令和 8 年 2 月 15 日～ 28 日
7 月 10 日㈮・24 日㈮ 令和 8 年 3 月生まれ

1 歳 6 カ月児
健康診査

6 月 22 日㈪・23 日㈫ 令和 6 年 11 月生まれ
7 月 27 日㈪・28 日㈫ 令和 6 年 12 月生まれ

2 歳 6 カ月児
歯科健康診査

6 月16 日㈫・17 日㈬ 令和 5 年 12 月生まれ
7 月14 日㈫・15 日㈬ 令和 6 年 1 月生まれ

3 歳 6 カ月児
健康診査

6 月 2 日㈫・3 日㈬ 令和 4 年 12 月生まれ
7 月 7 日㈫・8 日㈬ 令和 5 年 1 月生まれ

健診や教室などの
　　日程はこちら▶

妊娠したら…
▶
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▶
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

市ウェブサイト▶

初回産科受診料支援事業
■■対対■■象象  象象羽曳野市に住民登録のある市民税非課税世帯または
生活保護世帯に属する人（助成額：１回の検査につき上限１万円）

妊婦歯科健康診査
■■対対■ ■ 象象象象 妊婦（妊娠週数 16 ～ 27 週に受けることが望ましい）

育児相談はこちら オンライン相談
申込は相談希望日の 1 週間
前まで

出産なび
出産施設を検索
▶
厚
生
労
働
省

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

21 時まで子育て相談を受ける窓口
■■とと■■きき ㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00
　　 ※㈷除く申申
■■申申■■込込 �市ウェブサイト上の
　　 申込フォームから予約

子育て世帯訪問支援事業
家事・育児に不安や負担を抱える子育て家庭、
妊産婦などに対して訪問支援員
が居宅を訪問し、家事・育児
を支援するサービスです。

こども家庭支援課 家庭児童相談担当  ☎ 072-956-1000

◀
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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白鳥児童館白鳥児童館
翠鳥園 2-9-101　☎・FAX  072-957-4900
㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
●小学生と保護者同伴の乳幼児対象　●駐車場なし

6 月の予定

3 日㈬ 10:30 ～ 11:30 わくわく子育て広場「どろんこ遊びをしよう」
■■持持■■物物  きき着替え、タオル　※雨天中止

10 日㈬ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

10 日㈬ 15:00 ～ 16:00 将棋であそぼう　■■対対■■象象  きき小学生

17 日㈬
① 14:30 ～ 15:15
② 15:30 ～ 16:15

みんなで遊ぼう水曜日 「卓球であそぼう」
① 1 ～ 3 年生　② 4 ～ 6 年生
■■持持■■物物  きき水筒

20 日㈯ 14:00 ～ 15:00 グラウンドゴルフで遊ぼう
■■持持■■物物  きき水筒、帽子　※雨天中止

27 日㈯
① 10:00 ～ 11:30
② 14:00 ～ 15:30

ハンドメイド教室「デコビーズ」
■■対対■■象象  きき1 ～ 6 年生　■■￥￥  きき100 円（当日持参）
■■定定■■員員  きき①②各 10 人（先着順）
■■申申■■込込  きき電話にて6月13日㈯9:00～
　　 （市民に限る）

29 日㈪ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

白鳥児童館
ウェブサイト▶ 青少年児童センター青少年児童センター

向野 3-1-33　☎ 072-952-0032　FAX  072-937-8580
●一般開放（体育館・運動広場・学習室）
　㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00  ※㈰・㈷除く

6 月の予定（教室の申込は電話・窓口で受付）

子ども広場「将棋教室」 ～初めての人・やってみたい人は気軽にご参加ください～
■■とと■■きき 13 日㈯・20 日㈯・27 日㈯ 15:00 ～ 16:30対対
■■対対■■象象  きき小学生（市内在住）　※開催日変更の場合あり

おもしろ教室「七夕ハンガー飾り」
～ハンガーで飾る七夕飾りを作りましょう～
■■とと■ ■ きききき 13 日㈯ 10:00 ～ 11:30
■■対対■■象象  きき3 歳以上の幼児と小学生（1 年生まで保護者同伴・
　　市内在住）■■定定■■員員  きき先着 15 人　
■■持持■■物物 トイレットペーパーの芯・筆記用具・はさみ・のり
■■￥￥  きき200 円　■■申申■■込込 6月1日㈪ 9:30 から電話受付

子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しくスキンシップ～
■■とと■■きき 20 日㈯ 10:30 ～ 11:30
■■場場■■所所  きき体育館　■■対対■■象象  きき就学前の子どもと保護者（市内在住）　
■■内内■■容容  ききマット・ボール運動・トランポリンなど　
■■持持■■物物  きき体育館シューズ（参加者全員）　■■￥￥  きき一家族 100 円
■■申申■■込込  きき当日は直接お越し下さい

青少年児童センター
　　ウェブサイト▶
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害
情
じょう

報
ほう

センター」における相
そうだんけんすう

談件数は
令
れい

和
わ

6 年
ねん

度
ど

だけで 6000 件
けん

を超
こ

え、
右
みぎかた

肩上
あ

がりの推
すい

移
い

となっていて今
こん

後
ご

も増
ぞう

加
か

する可
か

能
のうせい

性が 十
じゅう

分
ぶん

にありま
す。

「誹
ひ

謗
ぼう

中
ちゅうしょう

傷」という言
こと

葉
ば

は相
あい

手
て

を貶
おとし

めることを目
もくてき

的としたデマや悪
わるぐち

口と
いう意

い み

味で用
もち

いられます。このよう
な発

はつげん

言がSNSで多
た

発
はつ

する要
よういん

因として
匿
とくめいせい

名性の高
たか

さ、投
とうこう

稿や拡
かくさん

散の簡
かんたん

単さ
が原

げんいん

因の一
ひと

つだと言
い

われています。

相
あい

手
て

の顔
かお

が見
み

えないので罪
ざいあくかん

悪感を持
も

ちづらく、他
た

者
しゃ

に対
たい

して攻
こうげきてき

撃的にな
ってしまう人

ひと

や、日
ひ

頃
ごろ

のストレス
発
はっさん

散のために他
た

者
しゃ

を攻
こうげき

撃してしまう
ケースが多

おお

いようで、自
じ

分
ぶん

の投
とうこう

稿で
誰
だれ

かを苦
くる

しめているかもしれないと
自
じ

覚
かく

できるようになることが大
たいせつ

切だ
と考

かんが

えられます。
誹
ひ

謗
ぼう

中
ちゅうしょう

傷は人
じんけんしんがい

権侵害行
こう

為
い

です。被
ひ

害
がい

を受
う

けた場
ば

合
あい

は、一
ひ と り

人で悩
なや

まずに
信
しんらい

頼できる人
ひと

や相
そうだんまどぐち

談窓口に相
そうだん

談しま
しょう。前

ぜん

述
じゅつ

した「違
い

法
ほう

・有
ゆうがい

害情
じょう

報
ほう

センター」を始
はじ

め様
さまざま

々な相
そうだん

談機
き

関
かん

が
書
か

き込
こ

み削
さくじょ

除の依
い

頼
らいほうほうとう

方法等のアドバ
イスをしてくれます。また、未

み

然
ぜん

に
被
ひ

害
がい

を防
ふせ

ぐ意
い

識
しき

をもっておくことも
効
こう

果
か

的
てき

です。個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を特
とくてい

定できる
ような、自

じ

分
ぶん

や家
か

族
ぞく

、友
ゆうじんとう

人等の名
な

前
まえ

や連
れんらくさき

絡先をSNS上
じょう

に掲
けいさい

載しないよう

にしましょう。
そして、インターネット上

じょう

で誰
だれ

かを
傷
きず

つける加
か

害
がいしゃ

者にならないためにも
ルールやモラルを守

まも

って SNS を利
り

用
よう

することが重
じゅう

要
よう

です。「他
ほか

の人
ひと

も
投
とうこう

稿しているから自
じ

分
ぶん

も投
とうこう

稿して良
い

い」と軽
かる

い気
き

持
も

ちで投
とうこう

稿せず、誹
ひ

謗
ぼう

中
ちゅうしょう

傷で苦
くる

しむ人
ひと

を減
へ

らすために不
ふ

確
たし

かな情
じょう

報
ほう

を書
か

き込
こ

んだり、誰
だれ

かの
投
とうこう

稿に対
たい

して安
あん

易
い

に同
どう

調
ちょう

したりせ
ず、対

たいめん

面や実
じつめい

名では言
い

えないような
攻
こうげきてき

撃的な表
ひょう

現
げん

はSNSでも避
さ

けるとい
ったことを皆

みんな

で心
こころ

掛
が

けていきましょ
う。そうした心

こころ

掛
が

けが積
つ

み重
かさ

なって
いくことで誹

ひ

謗
ぼう

中
ちゅうしょう

傷に苦
くる

しむ人
ひと

が減
へ

り、誰
だれ

もが安
あんしん

心してSNSを利
り

用
よう

でき、
互
たが

いを思
おも

いやれる社
しゃかい

会に一
い っ ぽ

歩ずつ近
ちか

づいていけるのではないでしょうか。

羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい
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はびきはびきののプログラグプログラグラミラミンンググDADAY  ～参加者募集～Y  ～参加者募集～
　プログラムを作ること、それが「プログラミング」。
学校で使っている学習用タブレット端末を使って、ロボットを動かしてみませんか？
詳しくは市ウェブサイトをご覧ください。
■■とと■ ■ きききき 8 月 20 日㈭　※抽選結果は 7 月 10 日㈮にお知らせ予定対対

■■対対■■象象   きき市立小（義務教育学校を含む）3・4・5・6 年生  ※多数の場合は抽選
■■問問   きき学校教育課　☎ 072-947-3908

＜市ウェブサイト＞

＜昨年度開催時の様子＞ロボットの動きをプログラミングし、課題のコースを走行。ゴールするとコースの難易度が上がっていくというもので、
　　　　　　　　　　　参加した児童らは、ミリ単位の調整を重ねて次々と課題をクリアしていました。

図
書
館

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

図書館だより 市内図書館の開館時間 10:00 ～ 18:00　※古市 [～17:30]、中央 [ 平日のみ ～ 20:00]
全館休館：毎月最終㈬ ※㈷の場合は翌日、12 月を除く
ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 072-937-7210  開館㈫㈭㈯ 13:30～16:30

市内図書館 おはなし会 特集テーマ

中　  央　☎ 072-950-5501　㈪休館
  6 日㈯　20 日㈯ 11:00 ～ 一般・文学賞の本いろいろ／ 児童・雨の日のぼうけん

特集 1・2　男女共同参画週間によせて 14 日㈰　28 日㈰ 14:00 ～
 20 日㈯ 15:00 ～

陵南の森　☎ 072-952-2750　㈮休館
  7 日㈰　14 日㈰　27 日㈯ 11:00 ～

一般・花にまつわる本
児童・たべものいっぱい！

 20 日㈯ 15:00 ～
 21 日㈰　小さい子向け 11:00 ～
 21 日㈰　少し長いお話を聞ける子向け 11:30 ～

東  　部　☎ 072-950-2002　㈮休館 10 日㈬ 10:30 ～ タイムトラベル！
古  　市　☎ 072-958-0050　㈪㈫休館 ー 一般・ととのえる。／ 児童・こわぁい　ほん
羽曳が丘　☎ 072-958-8653
　　　　　　 072-957-5553　㈮休館  13 日㈯　27 日㈯ 11:00 ～ 旅を楽しむ

丹  　比　☎ 072-937-2355　㈮休館  27 日㈯ 10:30 ～ あめ・アメ・雨・水色の季節
7 月 4 日㈯ 14:00 ～ たなばた☆おはなし会

絵本作家きたむらさとし氏　ワークショップ＆講演会
■■とと■ ■ きききき 8 月 1 日㈯
　①午前の部 10:30 ～ 12:00（ワークショップ）先着 20 人
　②午後の部 14:00 ～ 16:00（講演会）先着 80 人
■■場場■■所所  ききＬＩＣはびきの 3 階 音楽実習室
■■対対■■象象  きき①小学生　②小学生～大人（小学生は保護者同伴）
■■申申■■込込 7 月１日㈬から受付　※要事前申込
       （詳細は広報 7 月号または図書館ウェブサイトにて）

～図書館で映画を楽しもう～  わくわくドキドキ★ムービーシアター
■■とと■ ■ きききき 6 月7 日㈰ 『チケット・トゥ・パラダイス』
        6 月 21 日㈰ 『アイ・アムまきもと』
        各回とも上映14:00～（開場13:30～） 　
■■場場■■所所  ききLICはびきの映像セミナー室
■■対対■■象象  きき図書館利用カードを持っている人　　■■定定■■員員  きき各回先着 45 人
■■申申■■込込  きき中央図書館窓口・電話・ウェブサイトから申込み（上映日前日まで）

拡大読書器を寄贈していただきました
　太田 智子 様より、小さな字が読みにくい方に便利な「携
帯型拡大読書器」を寄贈していただきました。中央図書館館
内で利用できます。（希望者は職員にお伝えください）

大人のおはなし会（大人から子どもまで一緒に楽しめます）
「ことばのかたち」「どんと来い！三途の川」「くわずにょうぼう」ほか
＜出演＞おはなしボランティアグループ「はびきの」とと
■■とと■ ■ きききき 6 月 13 日㈯ 14:00
■■場場■■所所  きき陵南の森総合センター  2 階視聴覚室

工作『ハニワ DE 貯金箱』とと
■■とと■ ■ きききき 7 月 23 日㈭ 14:00 ～ 16:00　　
■■場場■■所所  ききLIC はびきの　2 階パソコン教室
■■対対■■象象  きき小学生以上（1 ～ 3 年生は保護者同伴）　　■■定定■■員員  きき10 組（親子参加可）
■■申申■■込込  きき図書館利用カードのある人は 6 月 26 日㈮から受付（7 月 3 日㈮から全ての人）

令和 8 年度 雑誌スポンサー（７月～令和 9 年 6 月）募集中！
雑誌にスポンサー名と広告掲載などの特典があります。
募集要項など詳細は、図書館ウェブサイト参照
＜令和 7 年度雑誌スポンサー一覧（順不同・敬称略）＞
恵我之荘商店会　ガールスカウト大阪第36団　（福）大阪福祉事業財団高鷲学園
かんだ眼科クリニック　38_WORKS.　お好み焼き・焼そば美吉乃

＜図書館の休館日のお知らせ＞　６月 24 日㈬
システムメンテナンスのため、ウェブサービス・電子図書館も休止
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●集団がん検診 6 ～ 7 月分の申込受付中。
　【申込方法】ウェブ申込（6 月 12 日㈮まで）、電話、来所（市役所 1 階⑥窓口）のいずれかの方法で申込。
　その他の日程、検診の詳細は「令和 8 年度羽曳野市健康だより」または市ウェブサイトを参照。

胃がん検診（バリウム検査）
【対象】1975 年以前（受診時満 50 歳以上）
　　　　西暦奇数年生まれの人

【費用】1,000 円
肺がん検診（結核健診含む）
大腸がん検診（集団検診）対対

【対象】1987 年 3 月 31 日以前生まれの人（今年度 40 歳になる人）
【費用】無料
※ 65 歳以上の人は、年 1 回結核健診を受けることが法律
で義務付けられています。ただし、他に受診機会のある人は
受ける必要はありません。
市役所別館  6 月 7 日㈰
タケダハムはびきのコロセアム 6 月 10 日㈬
MOMO プラザ 6 月 24 日㈬
保健センター 6 月 30 日㈫

乳がん検診・子宮がん検診（集団検診）
・受診券（ピンク色もしくは黄色のはがき）が必要
（乳がん）
1985 年以前の西暦奇数年生まれの女性

【費用】1,000 円（1985 年生まれと生活保護
　　　 受給者 [ 当日受給証明書が必要 ] は無料）

（子宮がん）2005 年以前の西暦奇数年生まれの女性
【費用】無料
※受診券は 3 月下旬に対象者に発送済みです。転入などで受診
券が手元にない人、80 歳以上で検診を希望の人は、健康増進
課まで問い合わせください。
陵南の森 6 月 1 日㈪
保健センター 7 月 1 日㈬

健康増進課の検診（健診）や教室の申込など ☎ 072-947-3660（直通） 市役所1階⑥番窓口
● 検診（健診）は年度内に各1回。定員になりしだい締切。FAX での申し込み不可。
● 詳しくは「令和 8 年度羽曳野市健康だより（保存版）」、市ウェブサイトをご覧ください。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康
▲健康だより

　　がん検診

6月から胃がん検診の胃内視鏡（胃カメラ）検査が始まります！6月から胃がん検診の胃内視鏡（胃カメラ）検査が始まります！
対象者 1975 年以前（受診時満 50 歳以上）の西暦奇数年生まれの人

検診期間 6 月 1 日㈪～令和 9 年 3 月 31 日㈬

費用 2,000 円　※生活保護受給者は無料（当日受給証明書が必要）

受診方法
①申込フォームまたは健康増進課窓口で申込（令和 9 年 3 月末まで）
②「受診券」が手元に届く
③希望の実施医療機関に直接予約する

胃内視鏡検査を
受けられない人

①抗血栓薬（血をサラサラにする薬）を内服中の人
②胃の病気で通院中、治療中、または経過観察中の人
③胃を全摘出された人
④明らかに胃部に自覚症状のある人
⑤疾患の種類にかかわらず、入院中の人
⑥胃内視鏡の挿入ができない人
⑦呼吸不全のある人
⑧妊娠中の人、またはその可能性がある人
⑨令和８年度に市が実施する胃部レントゲン（バリウム）検査
　もしくは胃内視鏡（胃カメラ）検査を受診した人

実施医療機関 ひらたクリニック ☎ 072-950-0801　　　　　　　城山病院 ☎ 072-958-1000
しらとり病院 ☎ 072-958-5566　　　　　　　　  とよだクリニック ☎ 072-976-5865

申込フォーム▶

▶
が
ん
検
診

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

胃・肺・大腸がん
申込フォーム

乳・子宮がん
申込フォーム



11−はびきの　令和 8 年 （2026 年）6 月−

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
・
ス
ポ
ー
ツ

定期健康相談・栄養相談
6 月 29 日㈪午前中　※要予約

家族で食事を
楽しみましょう 食育だより

（偶数月発行）

毎月19 日は「食育の日」

学ぶで～健康教室（予約制・受付中）
■■場場■■所所  所保健センター　■■￥￥   ￥￥無料　■■対対■■象象  所羽曳野市民　

※詳しくは市ウェブサイト、チラシ参照。

医
師
講
座

骨粗しょう症予防
■■とと■■きき  象象6 月 25 日㈭ 14:00 ～ 15:30(13:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象増田　博 医師（羽曳野市医師会 ますだ整形外科クリニック）
■■持持■■物物 筆記用具

歯
科
講
座

歯周病予防
■■とと■■きき  象象6 月 3 日㈬ 10:00 ～ 11:30(9:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象歯科衛生士　■■持持■■物物 筆記用具、普段使っている歯ブラシ

運
動
講
座

肩こり・腰痛予防
■■とと■■きき  象象6 月 11 日㈭ 10:00 ～ 12:00（9:30 ～受付）
■■講講■■師師  象象健康運動指導士（医療法人はぁとふるEudynamicsヴィゴラス）
■■持持■■物物 筆記用具、タオル、水分（水筒やペットボトル）

栄
養
講
座

適正体重
■■とと■■きき  象象6 月 15 日㈪ 10:00 ～
11:30（9:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象管理栄養士　※試食あり
■■持持■■物物 筆記用具、手拭きタオル

骨粗しょう症予防
■■とと■■きき  象象7 月 3 日㈮ 10:00 ～
11:30（9:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象管理栄養士　※試食あり
■■持持■■物物 筆記用具、手拭きタオル

5月 31日～ 6 月 6 日 禁煙週間
　昨年 4 月より大阪府受動喫煙防止条例が全
面施行され、飲食店のたばこのルールが変わっ
ています。羽曳野市の公共施設などの敷地内
禁煙の情報はウェブサイトをご覧ください。

なくそう！望まない受動喫煙～マナーからルールへ～　　

６月 26 日は国連の「国際麻薬乱用撲
滅デー」です。これを踏まえ、6 月20
日～7 月19 日は「ダメ。ゼッタイ。」
普及運動を実施します。
日本では、大麻の検挙者数が 8 年連続で増加しています。
令和 6 年は 6,000 人を超え、その約 7 割を 30 歳未満
が占め、若年層における大麻乱用が拡大しています。
薬物でお困りの人、身近な人に薬物乱用が疑われる場合
は、一人で悩まずに相談しましょう！
厚生労働省　薬物　相談 検 索

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」

6 月 4 日から10 日は歯と口の健康週間です！

よくかむことは、健康への道！
歯磨きの習慣をつけて、
しっかりかもう

成人歯科健診▶

藤井寺保健所
ウェブサイト

救急インフォメーション市立休日急病診療所　誉田 4-2-3
☎ 072-956-1000（市立保健センター２階）
平日の連絡先  ☎ 072-947-3660（健康増進課）
●休日急病診療所（内科・小児科）
●小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
※来院時は必ず事前にお電話ください。

藤井寺保健所　藤井寺市藤井寺 1-8-36
☎ 072-955-4181
● HIV・梅毒即日検査、こころの健康相談、
　医療機関に関する相談など

生活衛生室　☎ 072-952-6165
●水質検査、腸内細菌検査、ぎょう虫卵検査など

　　HIV検査普及週間（6月1日～7日）
　HIV 感染を早期発見するために、検査を受けましょう。
藤井寺保健所では、無料・匿名・予約なしで即日検査を
行っています。※希望者には梅毒検査も実施可

【HIV 即日検査】
　■■とと■■きき   象象第 2・3 ㈬（受付時間 9:30 ～ 10:30）
　■■場場■■所所   きき藤井寺保健所　※無料・匿名・予約不要
　■■問問 �藤井寺保健所  地域保健課  ☎ 072-955-4181
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

6 月中に、日本年金機構より「年金振込通知書・年金額
改定通知書」が送付されます。1 年間の支払予定額が記載 
され、各種手続きに必要となる場合がありますので、大切に 
保管してください。

※金額や受取金融機関の変更があった場合は、随時送付 
されます。

※年金から特別徴収する保険料・税額等については、各課へ
お問い合わせください。

【令和 8 年度国民年金保険料】月額 17,920 円
　　　　　　　　　　　　     （令和8年4月～令和9年3月）

【納付期限】翌月の末日
経済的な理由等で保険料の納付が困難な場合は、保険料
が免除・納付猶予される制度があります。令和 8 年度分 

（令和 8 年 7 月分～令和 9 年 6 月分）の一般免除の申請は、
令和 8 年 7 月から受付を開始します。

※申請時点の2 年1か月前の月分までさかのぼって申請でき
ます。

※マイナンバーカードを利用してマイナポータルから電子 
申請も可能です。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

●海外居住者の任意加入
海外居住者は、国民年金に加入する義務はありませんが、
日本国籍の20 歳以上 65 歳未満の方であれば、国民年金
に任意加入することができます。

●高齢任意加入
60 歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない方
や、40 年（480 月）の納付済期間がないため満額受給 
できない方は、65 歳まで国民年金に任意加入できます。 

（厚生年金・共済組合等加入者を除く）

【届 出 先】年金事務所 または 市役所保険年金課
【必要物等】預貯金通帳と金融機関の届出印、基礎年金

番号またはマイナンバーがわかるもの

※詳細は、日本年金機構ウェブサイトをご確認ください。

 【問合せ】 ■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 
　　　　　（週初めの開所日は19:00 まで）
 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
 ※自動音声による案内（⑤で所員が対応）
 ※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間を
 　おいてからおかけ直しください。

日本年金機構
ウェブサイト

鎮静剤は市販されており、比較的安全に使用できる

ため手軽に購入できます。しかし、高齢者の使用には

特に注意が必要です。

生体の老化に伴い臓器の機能は低下し、特に70 歳

を超えると腎機能が急激に衰えます。若い頃は速やか

に処理できた薬物も、腎排泄が中心となる薬物は排泄

が遅れ、副作用が出やすくなるのです。

痛みがある場合でも、服用

後は 4 ～ 5 時間空けるのが

無難です。連続服用は薬物

耐性を生み、効果を弱める

原因となるため、服薬の変更

も検討すべきでしょう。

聖寿堂薬局　佐々木清尚

鎮静剤の適正使用鎮静剤の適正使用

「年金振込通知書・年金額改定通知書」について

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう！

老齢基礎年金の受給額を増額できます！

（3） 瘀血タイプ

血流が悪く、うっ血しやすい状態です。
シミ、ソバカスが目立ったり、顔色がくすんで 

いるように見えたり、首や肩がこり、時に頭痛、
めまいを訴える。

手足の冷え、しびれ感があり、もの忘れが多く、
不眠、嗜眠の症状がある。おなかの張りを訴え、
とくに左側下腹部の抵抗、圧痛、硬結があって 
便秘がち。大便の色が黒くなる。下腹の色素沈着
と皮膚がカサカサで潤沢がない。生理不順を来し
やすいなどが特徴です。

外傷や手術、慢性病も瘀血
の原因となります。

軽い運動、ぬるめの入浴や、
排泄作用を促す食べ物を取る
ように心がけましょう。

5 月号広報「小児鍼・健康はり体験会」の開催時間に誤りがありました。
ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。
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きらきらシニアプロジェクト～ボランティアポイント制度～
＜はじめて講座の参加者募集＞
　ボランティア活動を通してあなたも社会参加・地域貢献を始めてみ
ませんか？　希望者は「はじめて講座」を受講してください。

【活動内容】市内の介護施設での軽作業など
【ポイント】１時間 1 ポイント＝ 100 円を翌年度に換金可能とと
■■とと■■きき  6 月 5 日㈮・7 月 23 日㈭いずれか 1 日　各日 14:00 ～ 15:30
■■場場■■所所  市役所別館 2 階研修室とと
■�■�対対対対■■象象  65 歳以上の市民　
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  羽曳野市社会福祉協議会　☎ 072-958-2315

高齢者向けスマホ教室《インターネット・マップ編》
ネット検索の方法やマップを使った道案内の方法を学べます

とき 場所 定員 講師
6 月 19 日㈮ 13:30 ～ 15:00 恵我之荘コミュニティセンター 先着 15 人 docomo 羽曳野店より派遣

■�■�対対対対■■象象  65 歳以上の市民　　■■持持■■物物   員員本人確認書類、筆記用具　　■■申申■■込込  電話（高年生きがいサロン 5 号館）
※教室内でスマホの営業・販売は行いません。同意がある場合のみ、後日アフターサポートなどの連絡をすることがあります。
※参加には docomo の会員登録が必要です。個人情報は適切に管理し、目的以外には使用しません。

笑顔で長生きいただきます講座～試食付き～
必要な栄養素の取り入れやすい方法を管理栄養士がお伝えします
＜試食の内容＞
　・電子レンジで蒸し鶏のバンバンジー
　・麩の卵とじ
　※少量の試食のため、昼食は済ませてお越しください。

とき 場所
6 月 26 日㈮ 13:30～15:00 高年生きがいサロン 6 号館
6 月 30 日㈫ 13:30～15:00 恵我之荘コミュニティセンター

■�■�対対対対■■象象  おおむね 65 歳以上の市民　　■■定定■ ■ 員員員員 各先着 15 人
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  1 週間前までに各サロンへ申込み

まちの保健室
●運動・認知症・栄養・介護についての相談会や講義
●前月 1 日より受付開始。前日までに各サロンに申込み。
  （恵我之荘コミュニティセンターは生きがいサロン 5 号館へ申込み）
  （MOMO プラザ・陵南の森老人福祉センターは保険年金課へ申込み）
■�■�対対対対■■象象  所所おおむね 65 歳以上の市民　　■■￥￥  無料

日程 時間 場所 定員 内容

個
別
相
談

6 月 2 日㈫

13:00 ～ 15:30

MOMOプラザ

先着 5 人
（1枠30分程度）

保健師・管理栄養士が健康に関して
心配なことがあれば個別相談をお受けします。

6 月 10 日㈬ 5 号館

6 月 12 日㈮ 陵南の森老人
福祉センター

6月16日㈫ 3 号館

6月24日㈬ 恵我之荘コミュ
ニティセンター

6 月 17 日㈬（介護相談可） 10:00 ～ 12:00 6 号館 先着 4 人 理学療法士が病院受診のタイミング、痛みと運動の関係、
介護の方法等相談をお受けします。7 月 28 日㈫（介護相談可） 10:00 ～ 12:00 恵我之荘コミュ

ニティセンター 先着 8 人

講
座

6 月 19 日㈮（介護相談可） 10:00 ～ 12:00 6 号館 ①先着 15 人
②先着 2 人

（同時開催）

①「スクエアステップで認知症予防」
脳の活性化のための軽い運動と講話
※上靴、水分補給の飲み物を持参

②認知症について
　の個別相談会7 月 24 日㈮（介護相談可） 13:30 ～ 15:00 恵我之荘コミュ

ニティセンター

6 月 9 日㈫（介護相談可） 13:00 ～ 14:30 6 号館 先着 15 人 もしものための人生会議
（講師：四天王寺大学　矢野先生、金本先生、乗越先生）

7 月 3 日㈮（介護相談可） 10:00 ～ 11:30 6 号館 先着 15 人 今日からできる高齢者の防災行動
（講師：四天王寺大学　亀井先生）

恵我之荘コミュニティセンター（恵我之荘 5-1-3　☎ 5 号館へ）
高年生きがいサロン 3 号館（古市 1541-1　  ☎ 072-959-0220）
高年生きがいサロン 5 号館（野 640-1　　　 ☎ 072-931-6010）
高年生きがいサロン 6 号館（羽曳が丘 3-1-13　☎ 072-959-0580）
MOMO プラザ　（羽曳が丘西 2-5-1　☎ 072-947-3605 保険年金課）
陵南の森老人福祉センター　（島泉 8-8-1　☎ 072-947-3605 保険年金課）

認知症フレンドリー講座
認知症の本人へのインタビューや、認知症 VR（バーチャルリアリティー）
などを使って、その思いや考えを知り、本人が見えている世界を疑似体験
できる講座です。認知症に詳しくない人でも、「自分事」として実感できる
プログラムですので、この機会に認知症の人とともに生きる「共生社会」
とは何かを一緒に考えてみませんか。
■■とと■■きき  7 月 11 日㈯ 10:00 ～ 12:00　
■■場場■■所所  市役所別館 3 階会議室　　■�■�対対対対■■象象  羽曳野市民の人　　■■定定■ ■ 員員員員 先着 20 人
■■講講■■師師  象象朝日カルチャーセンター　■■持持■■物物   員員筆記用具　
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  高齢福祉介護課　☎ 072-947-3822

▲認知症の人から見える世界を VR 体験
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お知らせ

マイナンバーカード「日曜窓口」
（受け取り、電子証明書の更新手続き）

■■とと■■きき   問問6 月 28 日㈰　9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所   所所●市役所本館 1 階 ②窓口  ●支所

【受け取りの必要書類】
 ・�交付通知書等・通知カード
 ・�本人確認書類 （運転免許証などの顔写真

付きの書類なら 1 点、それ以外の書類
は 2 点以上）

 ・住民基本台帳カード（あれば）
【電子証明書更新手続の必要書類】
 ・マイナンバーカード
 ・更新通知書（お持ちの人のみ）

※受け取り場所は交付通知書を確認。
※日曜窓口ではオンライン予約の対応は
　していません。
※受け取り、電子証明書の更新手続き以
　外の業務は行いません。
※原則、本人が受け取り者です。

■■問問   問問市民課 / 支所 ☎ 072-955-0583

【７月１日から】※申請時期に注意※
旅券（パスポート）の手数料が変わります

　令和８年７月１日以降申請分より、旅券
手数料が変更される予定です。18 歳以上
の５年旅券が廃止となり、18 歳以上の 10
年旅券が電子申請 8,900 円・窓口申請
9,300 円、18 歳未満の５年旅券が電子申
請 4,400 円・窓口申請 4,800 円になる見
込みです。
　この改定が実現されれば、７月以降に申
請件数が大幅に増加することが見込まれま
す。特に７月は、申請件数の集中によって
審査や旅券の作成等の業務が逼迫すること
から、申請から交付までに１カ月程度要する
と予想しています。７月に渡航予定のある人
は 6 月中に旅券を受け取ることができるよ
う早めの申請をお願いします。また、急を
要しない人は 7 月中の申請を避け、8 月以
降に申請をお願いします。
詳しくは大阪府パスポートセンターウェブサ
イトを確認ください。
■■問問市民課

市民税・府民税の納税通知書および納付書の発送【納期限 6 月 30 日㈫】
■公的年金からの天引き（特別徴収）または自身で納める（普通徴収）人は、
　6 月 4 日㈭に発送予定です。※非課税の人への通知書は発送されません。
■給与からの天引き（特別徴収）の人は、5 月中旬に勤め先の事業所へ
　個人用の納税通知書を発送しました（非課税の人を含む）。
　勤めている人で納税通知書を事業所から受け取っていない場合は、
　勤め先の給与担当者へ確認ください。
■納税通知書には「納期限」と「指定期限」が記載されていますが、

「納期限」がその税金を納める期日です。納期限を過ぎると延滞金が
加算される場合があります。※納期限など詳しくは市ウェブサイト参照➡
■■問問   問問税務課 【納税通知書に関すること】市民税担当 
　　　　　【納期限に関すること】納税担当
※個人特定のため手元に納税通知書を用意してください。
　また、納税通知書の再発行は致しかねます。紛失などのないよう注意ください。

主な税制改正について
●給与所得控除の見直し
　給与所得者に適用される給与所得控除について、給与収入金額 190 万円未満
の人に対する最低保証額が最大 10 万円引き上げられました。なお、給与収入金
額が 190 万円を超える場合の給与所得控除額に改正はありません。
※給与所得控除の改正に伴い、家内労働者等の事業所得等の所得計算の特例に
ついても、必要経費に算入する金額の最低保証額が 65 万円（改正前：55 万円）に引き上げ
られました。
給与所得控除額（改正された範囲）

給与の収入金額 給与所得控除額
改正後 改正前

162 万 5,000 円以下

65 万円

55 万円
162 万 5,000 円超

180 万円以下
収入金額× 40％－ 10 万円

180 万円超
190 万円以下

収入金額× 30％＋ 8 万円

●扶養親族等の所得要件の見直し
　下記の控除等の適用を受ける場合の所得要件が次の表のとおり改正されました。

所得要件 改正後 改正前
扶養親族及び同一生計配偶者の

合計所得金額
58 万円以下

（給与収入 123 万円以下）
48 万円以下

（給与収入 103 万円以下）
ひとり親の生計を一にする子の

総所得金額
58 万円以下

（給与収入 123 万円以下）
48 万円以下

（給与収入 103 万円以下）

配偶者特別控除の対象となる配
偶者の合計所得金額

58 万円超 133 万円以下
（給与収入 123 万円超
201 万 5,999 円以下）

48 万円超 133 万円以下
（給与収入 103 万円超
201 万 5,999 円以下）

勤労学生の合計所得金額 85 万円以下
（給与収入 150 万円以下）

75 万円以下
（給与収入 130 万円以下）

●特定親族特別控除の創設
　生計を一にする年齢 19 歳以上 23 歳未満の親族等（配偶者、青色事業専従者として給与の
支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で前年の合計所得金額が 58 万円超 123 万
円以下の人がいる場合に、当該特定親族の合計所得金額に応じて所得控除の適用を受けること
ができる特定親族特別控除が創設されました。

特定親族の合計所得金額 特定親族特別控除額
58 万円超 95 万円以下（給与収入 123 万円超 160 万円以下） 45 万円
95 万円超 100 万円以下（給与収入 160 万円超 165 万円以下） 41 万円
100 万円超 105 万円以下（給与収入 165 万円超 170 万円以下） 31 万円
105 万円超 110 万円以下（給与収入 170 万円超 175 万円以下） 21 万円
110 万円超 115 万円以下（給与収入 175 万円超 180 万円以下） 11 万円
115 万円超 120 万円以下（給与収入 180 万円超 185 万円以下） 6 万円
120 万円超 123 万円以下（給与収入 185 万円超 188 万円以下） 3 万円

■■問問   問問税務課 市民税担当
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

情報公開制度

情報公開制度および個人情報保護制度の運用
状況（令和 7 年度）について公表します。
※実施機関別などの詳細は、市ウェブサイト

（総務部総務課内）参照

＜開示請求件数および処理状況＞

請求件数 45
取下げ件数 1
決定件数 46

処理
状況

開示 28
部分開示 12

不開示（内不存在） 6
存否不応答 0

却下（対象外） 0

1. 保有個人情報開示請求等件数および処理状況

請求
件数

取下げ
件数

決定
件数

処理状況

開示 部分
開示

不開示
（内不存在）

存否
不応答 却下

開示請求 18 0 18 7 11 0（0） 0 0
訂正請求 0 0 0 0 0 0（0） 0 0

利用中止請求 0 0 0 0 0 0（0） 0 0
合計 18 0 18 7 11 0（0） 0 0

※1件の開示請求に対して複数の決定を行った案件があります。

ⅢⅢ 不服申立ての処理状況 不服申立ての処理状況
区分 申立

件数 却下 棄却 全部
容認

一部
容認 審理中 取下げ

公文書開示請求 1 0 0 0 0 1 0
保有個人情報開示請求 0 0 0 0 0 0 0
保有個人情報訂正請求 0 0 0 0 0 0 0

保有個人情報利用中止請求 0 0 0 0 0 0 0
合計 1 0 0 0 0 1 0

ⅠⅠ 情報公開制度の運用状況 情報公開制度の運用状況

ⅡⅡ 個人情報保護制度の運用状況 個人情報保護制度の運用状況

■■問問   問問総務課

国民健康保険料などのお知らせ　

令和 8 年度国民健康保険料納入通知書を 6 月中旬にお届けします。
　令和 7 年中の所得と令和 8 年度の保険料率をもとに世帯の年間保険料を計算し、1 期（6 月）
から 10 期 ( 翌 3 月 ) までの 10 回に分けて納めていただきます。詳細や納付方法は、納入通
知書に同封しているしおりをご覧ください。
●収入減少などによる減免申請
市役所窓口にて申請してください。（申請方法については電話で問い合わせ可能です。）
国民健康保険「資格確認書」と高齢受給者証の一体化について
　国民健康保険に加入中の 70 歳から 74 歳の人に交付している高齢受給者証は、8 月 1 日から

「資格確認書」と一体化し、「資格確認書」に医療機関等の窓口での負担割合が記載されます。
これに伴い、8 月 1 日以降、高齢受給者証は発行されなくなります。
※マイナ保険証をお持ちの場合は、医療機関等で負担割合の確認ができます。
お手元の「資格情報のお知らせ」にも負担割合が記載されています。有効期限満了（7 月 31 日）
の前に更新分をお送りします。
国民健康保険「資格確認書」の更新時期が変わりました
　令和 8 年 8 月から高齢受給者証が「資格確認書」に一体化されることに伴い、国民健康保険「資
格確認書」の有効期限が、「7 月 31 日」となりました。
※70歳未満の人も含め、更新時期が変更となります。※有効期限満了前に更新分をお送りします。
■■問問   問問保険年金課 資格賦課担当

【お詫びと訂正】広報 5 月号 16 ページの「特定健診の内容」について、表中「脂質検査」（上
から 2 行目）は「肝機能検査」の誤りでした。正しくは右図のとおりです。お詫びして
訂正いたします。

改修された住宅に対する固定資産税の
減額について 

　一定の要件を満たす住宅の改修を行った
場合、申告により、工事完了日の翌年度分
の固定資産税が減額されます。
※工事完了日から 3 カ月以内に、税務課へ
の申告が必要
耐震改修
昭和 57 年 1 月 1 日以前に建築された住宅
バリアフリー改修
高齢者等（改修工事完了年の翌年１月１日に
おける年齢が 65 歳以上の人、要介護認定ま
たは要支援認定を受けている人、障害のあ
る人）が居住する、新築された日から 10 年
以上を経過した住宅。
熱損失防止改修
平成 26 年 4 月 1 日以前に建築された住宅
上記は改修要件の一例です。詳しくは、問い合わせください。
■■問問   問問税務課 固定資産税担当 

市税催告コールセンター業務
　　対対 市税（市・府民税、固定資産税、軽自動
車税、法人市民税）の納期限から一定期間 
を過ぎても納付確認ができない場合に、 
専門オペレーターが未納のお知らせと納付
案内を行います。
平日㈪～㈮ 9:00 ～ 17:306 月 21 日㈰

（夜間）６月 9・11・16・18 日 13:00 ～ 20:00
【振り込め詐欺など不審電話に注意】
　「市税催告コールセンター」から、還付金
の案内や納付のために ATM の操作を求め
ることは一切ありません。
■■問問   問問税務課 納税担当

令和９年度 使用教科用図書展示会

■■とと■■きき   問問6 月 8 日㈪ ～ 7 月 3 日㈮
　9:30 ～ 17:00 ㈯㈰㈷除く
■■場場■■所所   問問教育研究所内（旧西浦幼稚園）
■■問問   問問学校教育課

空家で悩んでいませんか？ 
〜利活用・売却・相続の相談窓口〜
　実家が空家になっている、最近空家
を相続したなど、管理や処分に困って 
い ま せんか。 市 で は、 解 決 に 向 け た 
サ ポート 体 制 を 整 えて います。「 貸し 
たい・売りたい」「相続の手続きがわから
ない」など、相談ください。 
■■問問   問問建築住宅課

脂質検査  中性脂肪…
肝機能検査  AST（GOT）…
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ひとり親家庭の親等のための就業支援
講習会　※応募多数の場合は抽選

■■対対■■象象   問問ひとり親家庭の父または母、ひとり
親を経た寡婦で、求職中の人または就業中
でスキルアップのため資格取得を
目指している人（詳細はウェブ 
サイト参照）
■■問問   問問大阪府立母子・父子福祉センター
　母子家庭等就業・自立支援センター
☎ 06-6748-0263　FAX 06-6748-0264

児童手当制度について
＜現況届の提出について＞
　対象となる人には６月上旬に現況届を送
付しますので提出ください。
＜公務員の人へ＞
　勤務先から児童手当が支給されます。以
下の場合は、その翌日から15 日以内にこど
も政策課と勤務先に必ず届出してください。
・公務員になった場合
・退職等により、公務員でなくなった場合
・公務員であるが、所属先の官署に変更が
　ある場合
※申請が遅れると、遅れた月分の手当が受
けられなくなりますので、注意ください。
■■問問   問問こども政策課　☎072-947-3836（直通）
　ＦＡＸ 072-956-0730

6 月は「土砂災害防止月間」
災害に対する備えや、避難場所などを再確
認しましょう。
大阪防災アプリ 

「土砂災害警戒情報」や「避
難情報」を選択した地域（市
町村）ごとにプッシュ通知で
お知らせ！マップ上で「土砂
災害警戒区域」や「避難所」
を確認できます。
防災情報メール 

「土砂災害警戒情報」（ほか「大雨・洪水警
報などの気象情報」、「台風、地震・津波情
報」、「災害時の避難指示」等）を選択した
地域（市町村）ごとに携帯電
話メールで配信しています。
■■問問   問問大阪府都市整備部　河川
室河川環境課砂防グループ
☎ 06-6944-9302 内線 2956

市有地売却の入札参加申込み受付中
【売却物件】

物件の所在地 登記地積
桃山台四丁目１３３番３

（河原城中学校外敷地） 265.60 ㎡

河原城４６９番１、４６９番３
（市営住宅河原城住宅整備事業用地） 1,397.43 ㎡

※詳細は市ウェブサイト参照
【申　込】5 月 27 日㈬～ 6 月 17 日㈬
【開札日】7 月 9 日㈭１０:30 ～（予定）
■■問問   問問管財用地課 ☎ 072-947-3803（直通）

6 月 1 日は「人権擁護委員の日」
　「人権擁護委員の日」は、人権擁護委員
法が昭和 24 年６月１日に施行されたことを
記念して制定されました。人権擁護委員は、
法務大臣が委嘱した民間の人たちです。地
域の中で人権思想を広め、私たちの問題解
決のお手伝いをしてくれます。

氏名 地区名
尼丁　正寄 高鷲
内本　令子 南恵我之荘
遠藤　京子 野々上
川﨑　直子 西浦
笹井　嘉人 大黒
澤　隆文 伊賀

塚本　照美 河原城
疋田　和男 羽曳が丘西
藤原　章芳 誉田

■■問問   問問人権推進課

男女共同参画週間（6月23日～29日）
　男女が、互いにその人権
を尊重しつつ喜びも責任も分
かち合い、性別にかかわりな
く、その個性と能力を十分
に発揮することができる社会の形成に向け、
理解を深めるための取組みが全国的に実施
されています。令和 8 年度のキャッチフレー
ズは、こども家庭庁の「こども若者★いけ
んぷらす」を活用し、中学生から 20 代の
若者たちと一緒に考え、「あなたらしさが、
社会のチカラ」に決定しました。男女共同
参画社会の実現に向けた各種行事や広報啓
発活動を実施します。
※期間中、市役所 1 階コミュニティスクエア
でパネル展示を実施。
※「特設女性相談」は 27 ページ参照
■■問問   問問人権推進課

令和８年経済センサス - 活動調査
【回答期限 6 月 8 日㈪】
　すべての事業所・企業を対象に 6 月 1
日㈪を調査期日として、「経済センサス ‐
活動調査」を全国一斉に実施しています。
調査票を受取った事業所・企業は、期日ま
でに回答ください。本調査へのご理解、ご
協力をお願いします。（インターネットでの
回答をお勧めします。）
※回答内容は、統計法により統計作成目的
以外に使用することはありません。
■ ■ 問問問問 総務課（統計・文書担当）
☎ 072-947-3812（直通） 
FAX 072-958-0212

６月は「就職差別撤廃月間」
～しない　させない　就職差別～
　就職の面接で、本人や家族の出身地・職
業、思想・信条などについて質問すること
は、本人に責任のない事項や本来自由であ
るべき事項で応募者を判断することになり、
就職差別につながるおそれがあります。就
職の機会均等を保障することの大切さにつ
いてご理解をお願いします。

【相談対応】大阪府および大
阪労働局（ハローワーク）に
おいて、公正採用選考に関する相談。
■■問問   問問大阪府商工労働部雇用推進室　
☎ 06-6210-9518

（月間中 9:30～17:30 ※閉庁日を除く）

クビアカツヤカミキリ（特定外来生物）
に注意
　体長2～4cmほ
ど、光沢のある黒
色で、首の部分が
赤いのが特徴です。
　幼虫が桜、梅、
桃などのバラ科の
樹木に寄生し、4
～8月頃までフラス

（木くず・ 糞の混
合物）を排出しま
す。加害が進むと、
枯死や落枝、倒木
におよぶことがあ
り、農作物や生態系に被害が拡大されるこ
とも懸念されています。
　クビアカツヤカミキリを発見した場合、まん
延防止のため、捕殺をお願いします。（生きた
まま持ち運ぶのは法律で禁止されています。）
■■問問   問問農とみどり推進課　☎ 072-947-3731

シンボルマーク

クビアカツヤカミキリの成虫クビアカツヤカミキリの成虫

幼虫のフラス幼虫のフラス
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住宅用火災警報器（住警器）の取付け
支援制度
　住警器を準備し申込みしたお宅に、消防
職員が取り付けに伺う制度です。詳しくは
同消防組合ウェブサイトを参照ください。
●住警器は、設置から 10 年経過したもの
は本体交換が推奨されています。
●消防職員を装った詐欺に注意してくださ
い。消防職員などが戸別訪問し
販売することはありません。
■ ■ 問問問問 大阪南消防局警防部 予防課
☎ 072-958-9928

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
　市内の小中学校や公共施設に設置した
防災行政無線のスピーカーから、各放送が
実施されます。（Ｊアラート…地震・津波や
武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛
星などを通じて瞬時に伝えるシステム）
緊急地震速報の訓練放送の実施

【6 月 17 日 10:00 頃】
＜放送内容＞
≫チャイム

「こちらは羽曳野市です。ただいまから訓
練放送を行います。」

「緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。
大地震です。これは訓練放送です。」×３回

「こちらは羽曳野市です。これで訓練放送
を終わります。」
≫チャイム
全国一斉情報伝達試験の実施

【6 月 3 日 11:00 頃】
＜放送内容＞
≫上りチャイム音

「これは、J アラートのテストです。」× 3
「こちらは、羽曳野市です。」
≫下りチャイム音
■■問問   問問危機対策室

菊苗販売のお知らせ ※なくなり次第終了

■■とと■■きき   問問7 月 21 日㈫ 13:30 ～
■■場場■■所所   問問陵南の森公民館ゲートボール場横
■■問問   問問大阪菊花会（芝田）☎ 090-1890-0955
農とみどり推進課 ☎ 072-947-3707（直通）

■■問問   問問危機対策室

令和 8 年度  羽曳野市防犯カメラ設置事業補助金
自治会等で防犯カメラを設置する費用の一部を補助します。
必要書類など詳細は、市ウェブサイトか問い合わせください。

【補助額】設置にかかった費用の 3 分の 2（防犯カメラ 1 台につき上限 20 万円）
　　※同一年度で 1 自治会等での申請台数の上限は 3 台まで
　　※申請が多数の場合、抽選で交付団体を決定

≪対象経費≫
防犯カメラの設置に要する経費（カメラや記録装置購入の費用、　支柱の設置費用、電気工事代等）
※保守点検、修理、電気料金等の維持管理に要する経費は自治会等の負担

≪対象要件≫
①�撮影範囲は、主に道路等の公共の用に供する場所とし、共同住宅の内部、駐車場、事

業所、工場の敷地内などは対象外。
②�設置、管理または運用に関し、「羽曳野市防犯カメラ設置基準」に適合する基準を定め

ていること。
③�設置に関し、他の補助金等の交付を受けていない、受ける予定がないこと。

≪申請までの流れ≫
①抽選参加申込期間　6 月 1 日㈪～ 12 日㈮（平日 9:00 ～ 17:30）
　　　　　　　　　　指定の抽選申込書に記入。
②抽 選 日　6 月 15 日㈪ 10:00 ～　交付団体が決定後に、補助金交付申請。
③申請期間　6 月 16 日㈫～ 7 月 31 日㈮

定期救命講習（普通救命講習Ⅰ）
AED（自動体外式除細動器）の使用方法や
応急手当などとと
■■とと■■きき   問問7 月 11 日㈯　13:30 ～ 16:30
　（WEB 講習修了者 14:30 ～ 16:30）
■■場場■■所所   問問陵南の森公民館（島泉 8-８-１）
※駐車場なし。電車、バスをご利用ください。
■■対対■■象象   問問柏原市・富田林市・河内長野市・羽
曳野市・藤井寺市・太子町・河南町・千
早赤阪村に在住、在勤、在学の人
■■定定■■員員  員先着 30 人
■■申申■ ■ 込込込込 6 月 11 日㈭ 9:00 から電話申込
■■問問   問問大阪南消防局警防部 救急課
　☎ 072-958-9932
　　（平日 9:00～17:00）

空地の適正管理

　空き地の雑草などを放置すると周辺の 
美観を損ねるだけでなく、害虫の発生や 
火災の発生、不法投棄を誘発する原因にも
なります。
　不法投棄されたごみは、空き地所有者
の責任で処分する必要があります。空き地 
所有者は、定期的に除草を行うなど、適正
な管理にご協力ください。
■■問問   問問環境保全課

大阪南消防局会計年度職員募集
■■任任■■用用   問問勤務可能日～令和 9 年 3 月 31日

（更新の可能性あり）
■■申申■■込込   験験随時（決定次第締切）
※�採用予定人数や受験資格など、詳細は

QRコードからご覧ください。
■■問問   問問大阪南消防局 総務部
　人事企画課 人事係
　☎ 072-958-992
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昨日、自宅に突然訪問してきた業者から、表札の購入を強引に勧めら
れた。断り切れなかった妻は契約してしまい代金 2,980 円を現金で払
ってしまった。クーリングオフはできるだろうか？

Ｑ

訪問販売や電話勧誘販売などを規制する特定商取引法では、一定の
期間（取引によって異なる）や条件を満たせば、消費者が無条件で

解約できるクーリングオフという制度があります。
しかし、次の場合はクーリングオフが出来ません。

①店舗販売や通信販売での契約
②乗用車の購入契約やリース契約
③化粧品や健康食品などの指定消耗品を使用した場合の使用済分
④金融商品取引法、宅地建物取引業法、旅行業法など他の法律の規定により
　消費者の利益を保護できる取引　
⑤葬儀等すみやかに役務提供しなければならないもの
⑥ 3,000 円未満の現金による取引

今回のケースでは代金が 3,000 円未満であるため、
原則クーリングオフはできません。
上記以外にもクーリングオフ制度が適用されない
取引があるため、契約はよく考えてから行うことが
大切です。

A

～訪問販売で契約してもクーリングオフができない？～

≪消費生活相談≫ 消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）
　　　　　　　　 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:30 ※㈯㈰㈷除く

教えて消費生活Ｑ＆A

令和８年度 労働保険の年度更新期間
【6 月 1 日㈪～ 7 月 10 日㈮】
　年度更新の手続は、待ち時間不要で自
宅やオフィスからいつでも手続可能な「電
子申請」を活用ください。保険料の電子納
付もできます。※詳細はウェブサイト参照

■■問問   問問（1）「労働保険の年度更新」について 
厚生労働省労働基準局労働保険徴収課 業務係 
☎ 03-5253-1111内線 5162 

（２）「労働保険の電子申請」について 
厚生労働省労働基準局労働保険徴収課 企画係 
☎ 03-5253-1111内線 5160

放課後児童支援員・補助員の募集

放課後児童支援員・補助員（週５日勤務）
■■定定 ��期期■■員員   問問3 人程度（社会保険・期末手当有）
■■勤勤 ��期期■■務務   問問㈪～㈮＋月 2 回程度の土曜保育出

勤（平日 12:45 ～ 17:45 学校休業日
等 8:30 ～ 17:15）

放課後児童支援員の補助員（スポット勤務）
　勤務可能日を登録して働く仕事です。
■■定定■■員員   問問10人程度（社会保険・期末手当なし）
■■勤勤■■務務   問問シフト制（平日12:45 ～ 17:45
学校休業日等 8:30 ～ 17:15）

■■対対■■象象   問問児童の保育に興味のある人
■■任任■■用用   問問勤務可能日～令和 9 年 3 月 31日

（再度の採用あり）
■■申申■■込込   問問ウェブ申込または次世代育成課の 
窓口へ採用試験申込書の提出
※詳細は募集要項をご覧ください（同課 
窓口、市ウェブサイトに掲載）。
■■問問   問問次世代育成課

市立保育園・認定こども園
夏季アルバイト募集　※随時受付中
■■定定■■員員   問問10 人程度
■■対対■■象象   問問保育士資格、もしくは保育士資格・幼
稚園教諭免許のどちらも有する人。なお学
生（高校生不可）の人は、資格不問。ただ
し保育士養成課程を専攻している人。
■■申申■■込込   問問Web 応募もしくは次世代育成課の
窓口へ採用試験申込書の提出
※詳細は募集要項（窓口または市ウェブ 

サイトにて）参照
■■他他   込込採用後は任用書類一式、
検便を提出
■■問問   問問こども保育課

介護・福祉のおしごとマッチングフェア

■■とと■■きき   問問6 月 24 日㈬ 10:00 ～ 13:00
10:00 ～ 企業からの PR タイム
11:00 ～ 面接会（各事業所が設置したブ
ースで担当者と面談し、仕事内容や申込方
法などの説明）
■■場場■■所所   問問LIC はびきの ２階 大会議室
■■対対■■象象   問問介護士、看護師等の職への就職を希
望する人（令和 9 年 3 月卒業予定学生含む）

【主催】羽曳野市
【共催】羽曳野市商工会　羽曳野市雇用開発協会
【協力】大阪府　ハローワーク藤井寺、羽
曳野市社会福祉協議会
■■問問   問問経済労働課

年度更新申告書
書き方パンフレット

電子申請
特設サイト
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

令和８年度羽曳野市ファイン推進基金
助成事業の募集
　「誰もがいつまでも安心して暮らし続け
られる支えあいのまち　羽曳野」の実現に
向け、市内の福祉活動を支援する助成金の
申請を受け付けます。

【助成金額】１団体あたり上限 50 万円
【申込期間】6 月 1 日㈪～ 30 日㈫
●審査のうえ、助成の可否および助成額を
決定します。
●申請額がそのまま助成されるとは限りません。
●詳細は市ウェブサイトの募集要項等をご確認
ください。問問
■■問問   問問保健福祉政策課

大阪府居宅介護職員初任者（障がい者ホー
ムヘルパー知識習得）研修　受講者募集
　適切なホームヘルプサービスを提供する
ために必要な知識、技術等を習得する研修
を実施します。対対
■■とと■■きき   問問7 月 22 日㈬～ 10 月 15 日㈭予定

（うち講義 33 時間、演習 12 時間を予定）
■■対対 ��期期■■象象   問問府内に在住、在勤、在学しており、

全てのカリキュラムが受講可能な、介護
職員初任者研修修了者、訪問介護員（２
級）養成研修修了者または居宅介護に 
従事することを希望する人

■■定定■■員員   問問90人　　■■￥￥   所所4,000 円
■■申申■■込込   問問大阪府「行政オンラインシステム」上
　で申込みまたは郵送（6 月15 日㈪～７月
　６日㈪【必着】予定）
■■問問   問問社会福祉法人 大阪障害者自立支援協会

「障がい者ホームヘルパー研修」係
☎ 06-6748-0588　ＦＡＸ 06-6748-0589

第 68 回水道週間【6 月 1 日～ 7 日】
「たいせつな　水道守ろう　未来へと」
　水道週間は、水道の現状や課題について
理解を深め、今後の水道事業の取組につい
て協力を得ることを目的として毎年実施さ
れています。市民の皆様に水質保全や水の
大切さを理解していただくとともに、将来に
向かって、大切な資源である “いのちの水”
について関心を更に深めていただくようお
願いします。
■■問問   問問水道局総務課 総務担当

令和 8 年度（第 29 回）大阪府介護支援
専門員実務研修受講試験

【受験資格】医師、看護師、介護福祉士等
の試験対象の国家資格等に基づく業務およ
び相談援助業務のうち、施設等において必
置とされている相談援助業務に 5 年以上か
つ 900 日以上の実務経験を有する者。（国
家資格等に基づく業務の場合は、資格登録
日以降の実務経験で、５年以上かつ 900 日
以上の実務経験を満たす必要があります。） 

【試験要領（受験申込書）】
配布時期 5 月 25 日㈪～ 6 月 22 日㈪

配布場所 府内保健所、
市役所高齢福祉介護課、支所など

【受付期間】5 月 25 日㈪～ 6 月 22 日㈪
簡易書留による郵送のみ（当日消印有効）

【試験日】10 月 11 日㈰ 10:00 から
■■申申■■込込・・問問 ■■問問   問問一般財団法人 大阪府地域福祉推
　進財団（ファイン財団）ケアマネ係
　☎ 06-6763-8044

令和 8 年度 大阪府失語症者向け意思
疎通支援者養成研修　受講者募集
■■とと■■きき   問問8 ～ 12 月頃（コースによって期間が
異なります。詳細は募集要項を参照。）定定
リーダー養成コース （40 時間）
■■定定■■員員   問問15 人（うち言語聴覚士最大５人）
パートナー養成コース（8時間）  ■■定定■■員員   問問20人
■■場場■■所所   問問募集要項をご確認ください
■■申申■■込込   問問受講申込書を送付（締切 6 月 30 日㈫

【必着】）※朱書きで「失語症研修申込書類
在中」と記載
〒 530-0043 大阪市北区天満２丁目 3-19 
ＡＭビル３階　一般社団法人 大阪府言語
聴覚士会 事務局 宛
■■問問   問問盲ろう者等社会参加支援センター
☎ 06-6748-0587

大阪府立夕陽丘高等職業技術専門校
入校生募集　※事前予約

　就職に役立つ専門的な技術や知識を身
につけることができる無料の公共職業訓練
施設です。詳しくはウェブサイト（検索「夕
陽丘校」）または問い合わせください。
■■問問   問問大阪府立夕陽丘高等職業技術専門校
☎ 06-6776-9900

『歴史をめぐる冒険Ⅱ　
～南河内デジタルスタンプラリー～』
　南河内基礎自治機能充実強化協議会（大阪府、
羽曳野市、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村）
の取り組みの一つとして、南河内地域の寺社や遺跡
を巡るデジタルスタンプラリーイベントを開催。期期

■■期期■■間間   問問6 月 1 日㈪～ 8 月 20 日㈭
■■問問   問問政策推進課

アートバルーン教室
　風船を使ってかわいいアートバルーンを
作ってみませんか
「初めてのアートバルーン」教室
■■とと■■きき   問問7 月 4 日㈯ 10:00 ～ 12:00 頃
■■対対■■象象   験験市内に在住・在勤の人定定
■■定定■■員員   験験先着 15 人
■■￥￥   定定500 円（講座当日に持参）
夏休み親子アートバルーン教室

「親子で楽しむアートバルーン」
■■とと■■きき   問問7 月 25 日㈯ 10:00 ～ 12:00 頃
■■対対■■象象   験験市内に在住・在勤の保護者と
　　 　　　　　　　　小学生・未就学児
■■定定■■員員   験験先着１０組
■■場場■■所所   問問人権文化センター　多目的室１・２
■■講講■■師師   問問ブライダルバルーン  山内 貴代
■■申申■・■・込込込込 ■■問問   験験6月1日㈪から電話受付（9:30～
17:00）人権文化センター ☎072-955-4556

ビューティートライアル講座 第２回
「太陽や汗に負けないサマーメイク」

■■とと■■きき   問問7 月 18 日㈯ 10:00 ～定定
■■場場■■所所   問問人権文化センター　多目的室１・２
■■講講 ��期期■■師師   問問メナードフェイシャルサロンより代表者 2 人
■■対対■■象象   験験市内に在住・在勤・在学の人
■■定定■■員員   験験先着１０人　■■￥￥   定定500 円（講座当日に持参）
■■持持■■物物   験験普段使用しているメイク道具、
　　  顔拭き用タオル申申
■■申申■・■・込込込込 ■■問問   験験6月1日㈪から電話受付（9:30～
17:00）人権文化センター ☎072-955-4556

催し・スポーツ

参加方法など詳細はこちら▶
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 公開講座　【支払方法】[ 来館］申込時に支払い　［銀行振込］事務局が案内する期日内に支払い（返金不可）

つくって学ぼう！しっぽ図鑑 —しっぽの形とはたらき—
■■とと■■きき   問問7 月 11 日㈯ 14:30 ～ 16:00　
■■場場■■所所   問問LIC はびきの 3 階 視聴覚室　　■■￥￥  ￥500 円
■■定定■■員員  員先着 60 人　　
■■申申■■込込  込5 月 30 日㈯～ 7 月 8 日㈬　来館・電話・FAX 申込　

ジャムの瓶サイズの草花ブーケ
■■とと■■きき  問問7 月 12 日㈰ 14:30 ～ 16:00　
■■場場■■所所  問問LIC はびきの 3 階視聴覚室　■■￥￥  ￥ 1,000 円（材料費を含む）　
■■定定■■員員 員先着 30 人
■■講講■■師師   問問公益社団法人日本家庭園芸普及協会グリーンアドバイザー　坪井 由美
■■申申■■込込 込5 月 30 日㈯～ 7 月 5 日㈰まで。来館・電話・FAX 申込

はびきの市民大学 軽里 1-1-1（LIC はびきの内）　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

6 月絵手紙ボランティア養成講座

1 日目 ��場場5 日㈮ 10:30 ～ 12:00
市役所別館 2 階研修室 1・2・3

2 日目 12 日㈮ 10:30 ～ 12:00
エコプラザはにふ会議室 1

3 日目 17 日㈬ 13:00 ～ 15:00
古市ひまわり園

■�■�対対対対■■象象  所所羽曳野市内でボランティア活動ができる人
■■持持■■物物 員筆記用具・黒の油性マジック
■■申申■■込込   験験事前に電話連絡もしくは窓口
■■問問   問問羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315

はびきのおもちゃ病院
■■とと■■きき   問問6 月 14 日㈰ 9:00 ～ 12:00（修理の
　受付 11:30 まで）※おもちゃの取扱説明
書があれば持参ください。
■■場場■■所所   所所市役所別館 2 階
■■問問 問羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 072-958-2315 （平日のみ）

パソコン、スマホ相談会
　困りごとを個別に対応、解決します。
��場場■■とと■■きき   物物6 月 16 日㈫、7 月 21 日㈫
　各日 13:00 ～ 17:00（第 3 ㈫予定）
■■場場■■所所   物物LIC はびきの 3 階 小会議室
■■対対■■象象  所所市内在住の人　■■定定■■員員  所所各日先着 6 人
■■￥￥   所所1 時間 500 円
■■持持■■物物 員ノートパソコン（貸出あり）
■■申申■■込込   込込 要予約。会ウェブサイトから申込。相
　談内容をお伝えください。
■■問問   問問羽曳野 ITサポート会（カワイ）
　it.habikino@gmail.com

大阪府立近つ飛鳥博物館 
6 月の催し【㈪休館】

令和 8 年度 春季特別陳列「大阪の眠れ
る逸品たち」6 月 7 日㈰まで
こどもファーストデイ　6 月 20 日㈯
令和 8 年度特別講座　連続講座（前期）
6 月 7 日㈰、21 日㈰
連続講座前期「近つ飛鳥で『古墳の終焉』を
語る」　番外編　6 月 27 日㈯
■■申申■・■・込込込込 ■■問問   問問大阪府立近つ飛鳥博物館
　（大阪府南河内郡河南町大字東山 299）
　☎ 0721-93-8321
　FAX 0721-93-8325

壺井八幡宮 奉納神事 三々九手挟式
　小笠原清忠 31 世宗家をはじめ、『弓馬術
礼法小笠原流』の方々による奉納神事です。
≪奉納≫小笠原流 弓馬術礼法小笠原教場対対

■■とと■■きき   問問6 月 6 日㈯  11:00 ～
■�■�場場場場■■所所   物物壺井八幡宮境内　※駐車スペースに

限りがあるので、できるだけ公共交通機
関でお越しください。

■■問問   問問壺井八幡宮 ☎ 072-956-2824

種目別ニュースポーツのつどい
＜羽曳野市スポーツ推進委員協議会主催＞
モルック・ミニバスフリースロー・室内用 
ペタンクなど、 運 動 不 足 
解消に役立つ適度な運動量
のスポーツや、握力測定など 
の簡易な体力測定も実施 
します。
■■とと■■きき   問問6 月 14 日㈰ 9:30 ～ 11:30定定
■■場場 ��期期■■所所   問問市民体育館　■■持持■■物物 員上ばき
■■問問   問問生涯学習スポーツ課

各催しの日程や場所、
参加料ほか詳細はこちら▲

 聴講生募集
①大阪を描く、大阪で描くとと
■■とと■■きき   問問6 月 2 日、16 日、30 日㈫ 14:30 ～ 16:00
■■講講 ��期期■■師師   問問大阪公立大学文学部　教授　菅原真弓

④史料から読み解く豊臣の軌跡
■■とと■■きき   問問6 月 5 日、12 日㈮ 14:30 ～ 16:00
■■講講 ��期期■■師師   問問京都先端科学大学　特任准教授　中西裕樹　他

②一から学ぶ漢詩・漢文の世界。名作を楽しむ講座。
■■とと■■きき   問問6 月 10 日、17 日、24 日㈬ 10:30 ～ 12:00
■■講講 ��期期■■師師   問問文学博士（京都大学）、岡山大学　名誉教授　下定雅弘

⑤日本の国連加盟 70 年～平和への軌跡と現在地点を学ぶ
■■とと■■きき   問問6 月 6 日、13 日、２０日、２７日㈯ 10:30 ～ 12:00
■■講講■■師師   問問元国連機関評価部長等、経済学博士 五十嵐 政洋　他

③神童モーツァルト　多様な作品の魅力に迫る［実演あり］
■■とと■■きき   問問6 月 3 日、10 日、17 日㈬ 14:30 ～ 16:00
■■講講 ��期期■■師師   問問大阪音楽大学大阪音楽大学短期大学部ピアノ専攻 講師 水谷友彦 他

⑥ロボットと AI が変える私たちの未来
■■とと■■きき   問問6 月 27 日㈯ 14:30 ～ 16:00
■■講講 ��期期■■師師   問問追手門学院大学理工学部情報工学科 准教授  高橋 英之

■■場場■■所所  問問①②④⑤⑥ LIC はびきの 3F 視聴覚室、③ LIC はびきの 3F 音楽実習室　　■■￥￥  ￥各 800 円［来館支払］
■■申申■■込込 込講義 1 週間前～前日まで。来館・電話
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

月例見学会「初夏の古市古墳群・陵墓域を想う
　　　　　　〜主墳と陪冢（ばいちょう）が織りなす聖なる空間〜」
■■とと■■きき き6 月 13 日㈯  ［集合］10:00 土師ノ里駅改札前
■■￥￥ 200 円（資料代など）　　申申 ■■申申■■込込   込込事前申込不要　　持持持持
■�■�持持持持■■物物   込込昼食持参　■■他他   込込雨天順延
≪コース≫ 土師ノ里駅 ～ 鍋塚古墳 ～ 仲姫命陵古墳 〜 古室山
古墳 ～ 赤面山古墳 ～大鳥塚古墳 〜 狼塚古墳（※）～ 誉田丸山古墳
〜 応神天皇陵古墳 ～ 応神天皇陵古墳外濠外堤 〜 東山古墳 〜 
アリ山古墳（※）～ 羽曳野市役所（昼）・市役所屋上 ～ 文化財展示室 
～ 向墓山古墳 ～ 墓山古墳 〜 野中古墳 ～ 浄元寺山古墳 ～ 西
墓山古墳（※）～ 翠鳥園遺跡公園 ～ 白鳥陵古墳 ～ 近鉄南大阪線・
古市駅（解散 15:30 頃・約 7.4km）（（※）は消滅 / 埋没古墳）

■■問問   問問NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会（至田）
☎ 090-3825-6412　メール shiday@maia.eonet.ne.jp

オリックス・バファローズ
「羽曳野市観戦チケットプレゼント」
オリックス・バファローズ vs 埼玉西武ライオンズ戦

6 月
19 日㈮ 18:00 ～
20 日㈯ 14:00 ～
21 日㈰ 13:00 ～

■■場場■■所所   問問京セラドーム大阪　■■対対■■象象 き羽曳野市内在住、在勤、在学の人
■■定定■■員員   験験各試合 250 組 500 人　※申込多数の場合は抽選
■■申申■■込込   験験6 月 1 日㈪ 12:00 ～ 7 日㈰ 23:59 に QR から申込み
　　（6 月 12 日㈮メールで当落発表）
■■問問   問問オリックス･バファローズお客様ダイヤル
　 ☎ 0570-01-8862（平日 10:00 ～ 17:00）

コミュニティセンター教室生募集 （丹治はやプラザ・石川プラザ・MOMOプラザ）

 申込は、各コミュニティセンターの窓口まで。詳細は、QRコードを読み込んでいただき、ウェブサイトでご覧いただくか、お問い合わせください。

丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355

■ドライヘッドマッサージ 6 月 15 日㈪　■誰でもできるヨガと秘密のアンチエイジング教室㈫ 
■己書教室㈬　　■リフレッシュヨガ教室㈬　　■太極拳教室㈬　　■手作りパン教室 6 月 11 日㈭
■はじめてのフラダンス教室㈮　　■ストレッチポール＆リズム体操㈮　■歌声くらぶ　6 月 23 日㈫　14:00 ～

 石川プラザ
☎ 072-950-2002

■健康・美人大学㈪　　　　　  ■楽しい『ZUMBA』ダンス㈫　　　■フラダンス教室㈫
■からだ改革『ピラティス』㈫　 ■やさしいヨガ教室㈭　　　　　　　■健康いきいきクラブ㈭
■ゆぅ～遊太極拳教室㈮　　　　■背骨コンディショニング㈮　　　　  ■土曜ベーシックヨガ教室㈯　 　  　
■リフレクソロジー 6 月 11 日㈭　■ドライヘッドトリートメント（頭ほぐし）6 月 11 日㈭　■紫陽花のエレガン
トアレンジ 6 月 19 日㈮　■フェイシャルトリートメント 7 月 2 日㈭　■花咲くスイーツフラワーパフェ作り7 月 17 日㈮

MOMO プラザ
☎ 072-957-5553 

■リフレッシュヨガ㈪㈬　■イブニングヨガ・ナイトヨガ㈭　■ストレッチヨガ㈯　■アシュタンガヨガ㈯　
■踊る健康・楽しい ZUMBA ㈰　■背骨コンディショニング㈭　■背すじ美人㈫　■整うカラダピラティス㈰　 
■きのくり健康教室㈪　■ぱ～んｐａ！パン教室㈯　■ ZUMBA ＋ PILATES ㈰　■書を楽しむ教室㈮
■簡単♡大人のパン教室㈯　■ ZUMBA ショートコース 45 ㈰　■茶道教室㈭㈯
■心もカラダも整うリラックス教室㈭　■ STRONG NATION ㈰　 ■やさしいフラダンス教室㈫
■まるごと韓国語文化教室㈮　■楽しい和装教室㈫㈬

コフニスト養成講座Ⅵ　( 全 3 回 )
　古市古墳群などを中心に羽曳野の歴史を学び、その魅力を発信する
コフニストを目指しませんか。

【テーマ】発掘調査から見えてくるもの －近年の発掘調査成果報告－定定

第
１
回

峯ヶ塚古墳の発掘調査～調査のあゆみと造出し～ 
■■とと■■きき き7 月 4 日㈯ 14:00 ～ 16:00
■■場場 ��期期■■所所   問問ＬＩＣはびきの　３階　音楽実習室・受付 13:30 ～
■■講講 ��期期■■師師   問問羽曳野市教育委員会 文化財・世界遺産室 主任　米田 拓海
■■申申■■込込   験験6 月 22 日㈪～ 28 日㈰

第
２
回

茶山２号墳の調査成果～小規模古墳の出現を考える～
■■とと■■きき き8 月 1 日㈯ 14:00 ～ 16:00
■■場場 ��期期■■所所   問問ＬＩＣはびきの　２階　大会議室・受付 13:30 ～
■■講講 ��期期■■師師   問問羽曳野市教育委員会 文化財・世界遺産室 室長　井原 稔
■■申申■■込込   験験7 月 20 日㈪～ 26 日㈰

第
３
回

西琳寺跡の発掘調査
■■とと■■きき き9 月 5 日㈯ 14:00 ～ 16:00
■■場場 ��期期■■所所   問問ＬＩＣはびきの　２階　大会議室・受付 13:30 ～
■■講講 ��期期■■師師   問問羽曳野市教育委員会 文化財・世界遺産室 主事　西岡 享
■■申申■■込込   験験8 月 24 日㈪～ 30 日㈰

■■定定■■員員   験験各回先着 30 人　■■￥￥   定定各回 500 円（資料代等）
■■申申■■込込   験験各回の申込期間に、E メール (1 人 1 通、氏名・住所・電話番号
を明記）で申込み　メール　shiday@maia.eonet.ne.jp
■■問問   問問ＮＰＯ法人フィールドミュージアムトーク史遊会（至田）
 ☎ 090-3825-6412

（高村病院理学療法士による）筋力・柔軟性・バランス測定会 
＆簡単エクササイズのワンポイントアドバイス
■■とと■ ■ きききき 6 月 15 日㈪ 13:30～14:30　■■￥￥ 300 円（保険料含む）
■■場場■■所所   所所タケダハムはびきのコロセアム サブアリーナ　■■定定■■員員 き30 名
■■持持■■物物   所所運動できる服装、上靴、飲み物　※マスク着用は任意
■■申申■■込込・・込込 ■■問問   所所受付中　タケダハムはびきのコロセアムに参加費を持参 

（電話申込不可・代理可）
　☎ 072-937-3123
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市民体育館（西浦）教室
☎ 072-958-2340 ※申込は来館受付のみ
■太極拳教室
■■とと■■きき き7 月 9 日～ 9 月 17 日㈭ （全 10 回）
13:00 ～ 14:45　■■定定■■員員 き12 人
■■￥￥   定定6,000 円 ( 保険料込）
■■申申■■込込 6 月 18 日㈭ 12:45 ～
■朝 YOGA 教室
■■とと■■きき き7月11日～9月19日㈯（全10回）
　A クラス （9:20 ～ 10:20）
　B クラス（10:35 ～ 11:35）
■■定定■■員員 き各 15 人
■■￥￥   定定各 6,000 円（保険料込）
■■申申■■込込 6 月 20 日㈯ 9:00 ～
■ NIGHTピラティス教室
■■とと■■きき き7 月 7 日～ 9 月 15 日㈫（全 10 回）
　A クラス （18:15 ～ 19:15）
　B クラス（19:30 ～ 20:30）
■■定定■■員員 き各 15 人
■■￥￥   定定各 7,700 円 ( 保険料込）
■■申申■■込込 6 月 16 ㈫ 18:00 ～
※各教室とも継続の人を先行受付します
ので、申込日の時点で定員に達している
場合があります。

救命に必要な応急手当の基礎実技、
心肺蘇生法の講習会　※事前申込

■■とと■■きき   問問6 月 27 日㈯ 13:00 ～ 16:00定定
■■場場■■所所   問問タケダハムはびきのコロセアム  サブアリーナ
■■対対■■象象 き市内在住　　■■定定■■員員   験験先着 80 人
■■講講■■師師   問問大阪南消防組合救急救命士、羽曳野市消
防団 応急手当普及員
■■申申■■込込   験験6 月 1 日㈪～ 12 ㈮ [ ㈯㈰除く] に窓
口・メール・FAX で申込み
FAX 072-956-7196
メール shougai-sports@city.habikino.lg.jp
■■問問   問問生涯学習スポーツ課

ボウリングを楽しもう！！
■■とと■■きき き7月4日㈯集合 13:30　開始 14:00
■■対対■■象象 き小学 5 年生以上（小学生は保護者同伴）
■■場場■■所所   所所ボウルアロー松原店
■■定定■■員員 先着 80 人　　■■￥￥   定定1,200 円
■■申申■■込込   所所6 月 6 日㈯ 9:00 ～ 21 日㈰までに
申込フォーム（QR）に必要事項を入力し 
送信、または「生涯学習スポーツ課」（平日
のみ）か「タケダハムはびきのコロセアム」
に直接申込。
■■問問   問問生涯学習スポーツ課

タケダハムはびきのコロセアム　☎ 072-937-3123
【申込】電話不可、代理可、参加費持参　【持物】運動できる服装・上靴・飲み物 など
しぇいぷ UP Lesson　■■対対■■象象 き女性　■■定定■■員員 き40 人　■■￥￥  定定4,000 円（保険料込）
■■とと■■きき き【㈪クラス】7 月 6 日～ 9 月 21 日　 【㈫クラス】6 月 30 日～ 9 月 22 日
　　 【㈬クラス】7 月 1 日～ 9 月 23 日　 【㈭クラス】7 月 9 日～ 9 月 24 日
　　 【㈮クラス】7 月 3 日～ 9 月 18 日 　各クラス 10 回開催
　　 ㈪㈫㈬㈮ 10:00 ～ 11:00、㈭ 13:45 ～ 14:45　■■申申■■込込 6 月 12 日㈮ 9:00 ～
ダンベル体操教室　■■とと■■きき き6 月 30 日～ 9 月 22 日㈫ 13:45 ～ 14:45（全 10 回）
■■対対■■象象 き女性　■■定定■■員員 き40 人　■■￥￥  定定4,000 円（保険料込）　■■申申■■込込 6 月 16 日㈫ 9:00 ～
リフレッシュ体操　■■とと■■きき き7 月 1 日～ 9 月 23 日㈬ 13:45 ～ 14:45（全 10 回）
■■対対■■象象 き女性　■■定定■■員員 き40 人　■■￥￥  定定4,000 円（保険料込）　■■申申■■込込 6 月 17 日㈬ 9:00 ～
凝り固まった筋肉をほぐすストレッチ教室　■■とと■■きき き 7 月 9 日～ 9 月 24 日㈭ 13:00 ～ 13:40（全
10 回）  ■■対対■■象象 きどなたでも　■■定定■■員員 き40 人　■■￥￥  定定4,000 円（保険料込）  ■■申申■■込込 6 月 18 日㈭ 9:00 ～

（高村病院理学療法士による）バランス教室～転びにくい身体をつくる 3ヵ月～
■■とと■■きき き7 月 13 日、8 月 3 日・17 日・31 日 13:30 ～ 14:30
■■講講■■師師 き医療法人昌円会 高村病院 理学療法士　■■対対■■象象 きどなたでも　■■定定■■員員 き若干名
■■￥￥  定定1,200 円（4 回・保険料含む）　■■申申■■込込 6 月 15 日㈪ 9:00 ～　■■他他  問マスク着用は任意
バトントワリング教室　■■とと■■きき き6 月 30 日～ 9 月 29 日㈫ 18:00 ～ 19:30（全 10 回）
■■対対■■象象 き市内在住の小・中学生　■■定定■■員員 き40 人　■■￥￥  定定4,000 円（保険料込）■■申申■■込込 6 月 16 日㈫ 17:30 ～
簡単エアロビクス教室　■■とと■■きき き 7 月 3 日～ 9 月 11 日㈮ 13:55 ～ 14:55（全 10 回）　■■対対■■象象 き 市内
在住・在勤の方　■■定定■■員員 き30 人　■■￥￥  定定4,000 円（保険料込）　■■申申■■込込 6 月 19 日㈮ 13:00 ～
気功教室　■■とと■■きき き 7 月 1 日～ 9 月 16 日㈬ 13:45 ～ 14:45（全 10 回）　■■対対■■象象 き 市内在住・在勤
の方　■■定定■■員員 き30 人　■■￥￥  定定4,000 円（保険料込）　■■申申■■込込 6 月 17 日㈬ 13:00 ～
フラダンス教室　「新規」無料入門クラス開設　■■申申■■込込 6 月 15 日㈪ 9:00 ～
■■とと■■きき き7 月 6 日・13 日、8 月 3 日・17 日・24 日・31 日、9 月 7 日・14 日㈪（1 クール 8 回）

【無料入門クラス】9:00 ～ 9:30　【初級クラス】9:30 ～ 10:30　【中級クラス】10:40 ～ 11:40
■■対対■■象象 き女性　■■定定■■員員 き各クラス 20 人（無料入門 10 人、1 クール のみ）　■■￥￥  定定4,180 円（保険料込）
大阪エヴェッサチアダンススクール　■■申申■■込込 随時受付 9:00 ～
■■とと■■きき き7 月 6日・13日、8 月3 日・17 日・24 日・31日、9 月 7 日・14 日・28 日㈪ 　

【キッズ】17:00 ～ 18:00　【ジュニア①】18:10 ～ 19:10　【ジュニア②】19:20 ～ 20:20　
■■対対■■象象 き4 歳～中学生　■■定定■■員員 きクラス 20 人　■■￥￥  定定7,100 円（4 回、保険料込）　

2026 年度
羽曳野市グラウンド・ゴルフ協会
春季グラウンド・ゴルフ交歓大会結果

（参加者 190 人）
男性の部 女性の部

優勝 水原 進 金子 節子
準優勝 中山 治雄 三浦 津哉子
3 位 森岡 國正 下川 喜久子
4 位 寺西 柳一 中西 和子
5 位 堀江 清司 南 智美

※敬称略
●水原進様がダイヤモンド賞を達成されました。
●川井貞美様がオール２打を達成されました。

＜羽曳野市少年軟式野球連盟＞
第 48 回羽曳野市長杯大会
第 8 回ナガセケンコー杯結果

A クラス Jr クラス
優勝 ホワイトベアーズ ホワイトベアーズ

準優勝 羽曳野タイガース 島泉ファイブボーイズ
3 位 島泉ファイブボーイズ ー

第 16 回
羽曳野 GGC グランドチャンピオン大会

優勝 小林 英一（54）
準優勝 刀根 夕子（54）
3 位 森岡 國正（55）

※敬称略、カッコ内は打数

協賛のカネヒラスポーツ様、葬儀全般いずみ
様、羽曳野市商工会様より副賞、特別賞が
贈られました。
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広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401
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多世代が交流する
カフェ「FIKA3 丁目」▶

よい歯のコンクール
　4 月 16 日㈭、大阪府歯科医師会等が主催する「第 75 回全大
阪よい歯のコンクール羽曳野市地区予選会」が保健センターで開
催されました。市の 3 歳 6 カ月児健康診査を受けた 673 人の中
から最終審査を経て、元気な歯を持つ親子 3 組が選ばれました。
最優良親子は羽曳野市の代表として、中央審査会へ参加されます。

最優良親子 山下 真之介さん、七豊さん親子

優良親子
山本 貴大さん、心月さん親子
蓮池 綾香さん、綾乃さん親子

災害時における入浴支援等に関する協定の締結
　4 月 16 日㈭、羽曳野市と株式会社延田エンタープライズ（延
羽の湯 本店羽曳野）は、「災害時における入浴支援等に関する協
定」を締結しました。 
災害時、避難所や車中
などで生活している方
や、自宅の入浴設備が
被災するなどして入浴
できない方への入浴支
援等にご協力いただく
ものです。

いつまでも住み慣れたまちで暮らせる地域へ
　株式会社山勝ライブラリの山下勝巳さんが、「経済産業省
OPEN CARE AWARD 2025」を受賞され、その報告に市役所を
訪れてくださいました。山下さんは介護保険事業所を運営する傍
ら、羽曳が丘の商店街で
カフェ「FIKA3 丁目」を
運営されています。カフェ
での何気ない会話から、
地域の人のちょっとした
生活の困りごとを聞き取
り、商店街の各店舗との
連携により、困りごとの
解消に繋げるなど、介護
分野にとどまらず他業種
間の広い連携を実現した
ことが今回評価されまし
た。

羽曳野市水道事業経営審議会を開催
　市水道局では、安全安心に利用できる水道水の提供を維持する
ため、現在全ての配水池の耐震化工事を完了し、水道管も府内平
均よりも高い水準で耐震化を進めています。人口減少や物価高騰
など様々な要因により、45 年以上前に定められた現行の料金体
系では事業の存続が難しいことから、今年 1 月から同審議会を開
催し、今後の水道料金のあり方についてなどを審議・検討を行っ
ています。これまで、水道事業の現状分析や収支の見直し、水道
料金改定率・改定時
期の検討などについ
て審議しました。
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・・・HABIKINO CITY TOPICS
羽曳野市グラウンド・ゴルフ協会から要望書の提出
　健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場の日本グラウンド・ゴ
ルフ協会認定コース取得に向け、羽曳野市グラウンド・ゴルフ協
会会長をはじめ、役員の方々から要望を賜りました。認定コース
となることで、市外からの利用が増えるなど、施設をはじめより
賑わいを生み出すことが期待できます。大阪府初の認定取得をめ
ざし、環境
整備などを
行ってまい
ります。

トランアンジュデラヴィによる、南河内の食材をふんだんに使った特製弁
当を

6月 1日㈪以降に
右記QRコードから
ご確認ください。

駒ヶ谷の府営石川河川公園、駒ヶ谷駅西

中央図書館キッズスペースが新たにオープン
　4 月 1 日㈬より、中央図書館
キッズスペースが LIC はびきの
1 階にオープンしました。対象
年齢は、おおむね 4 歳～小学
校低学年まで、開館時間は 9:00
～ 18:00 で、図書館休館日も
利用可能です。同階 0 ～ 3 歳
対象のキッズスペースと併せて
ご利用ください。

＜令和 8 年 春の叙勲及び褒章＞
瑞宝双光章  保健衛生功労　井戸田 篤 様
瑞宝双光章  教 育 功 労　北口 展三 様
藍 綬 褒 章  社会福祉功績　堀脇 芙美子 様

＜第 46 回　危険業務従事者叙勲＞
瑞宝双光章  警察功労　門田 善博 様
瑞宝単光章  警察功労　森 修 様

＜令和８年度 憲法記念日知事表彰＞
善 行 者 交通安全奉仕活動　 上川 武 様
産業功労者 商 工 関 係　　　志方 弘嗣 様
　　　　　 農林水産関係　　　内本 直哉 様
公共関係功労者 教育関係　　　井上 泰治 様
　　　　　　　 教育関係　　　小島 博之 様
　　　　　　　 地縁団体関係　德山 洋子 様

受章おめでとうございます
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広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ウィット　☎ 072-668-3275

総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
https://www.hasyakyo.net　 E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp羽曳野市社会福祉協議会

社会福祉法人

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234こちら羽曳野けいさつ署

外国人労働者問題啓発月間
＜羽曳野警察署からのお願い＞
　令和 7 年中、羽曳野警察署管内（羽
曳野市、藤井寺市）でも、不法滞在外
国人が多数検挙されています。
　事業主の皆様は、外国人を雇用する際は、必ず本人面接の上、
在留カードや旅券の現物で、在留期限・在留資格・就労制限の有
無などの確認をしてください。
　外国人の不法就労・不法滞在の防止にご協力よろしくお願いします。

大阪府警
HP

善意のご寄付ありがとうございます（令和 8 年 4 月）

浅田 照次　　￥20,000　　　　　浅田 悦弘　　￥10,000
匿名          ￥2,000　　　　　木村 節子　　￥11,000
医療法人 春秋会 城山病院 桜まつり実行委員会　￥20,810
羽曳野市グラウンド・ゴルフ協会　　　　　　￥5,000

※敬称略、受付日順

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
野々上 4-5-12 ( シルバーワークプラザ )　☎ 072-936-1500   FAX  072-936-1511
https://habikinosc.ec-net.jp　             E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

■ 60 歳からのヨガ講座 ～未経験者大歓迎～
■■日日■■時時  6月 11日㈭ 15:30～ 16:30※駐車場有
■■￥￥  500円（シルバー会員は無料）
○市在住、60 歳以上の人対象（会員以外も可）
〇実施場所は羽曳野市シルバー人材センター
〇申込は電話もしくは事務局にて。要予約

■シルバー貸農園受付中！残り３区画！
○利用料： 1区画：6,000 円 / 年
○利用資格：シルバー農園利用契約書並びに利用の決まりを守れる、
シルバー人材センターに会員登録している人および 60 歳以上の市内在住の人
○農園の場所：南恵我之荘 5丁目

■シルバー会員募集中
■■対対■■象象  象象市内在住で満 60 歳以上の
健康で働く意欲のある人

Web 入会説明会▶

愛の献血にご協力お願いします
7 月 28 日㈫ 10:00 ～ 16:30
羽曳野市役所（羽曳野ロータリークラブ共催）

●献血カードを持っている人は 
　「献血方法別次回献血可能日」を確認してください。
●本人確認のため、受付時に身分証明書（免許証・
　保険証など）の提示をお願いする場合があります。

ベビっこひろば ＜ベビーハウス社協 ☎ 072-930-0240＞
■■日日■■時時  6月 18日㈭ 10:00～ 11:00　　問問 ■■場場■■所所  ベビーハウス社協（園庭）　■■対対■■象象  地域の親子※雨天時は室内遊び（2階なかよしひろば）

市役所別館 2 階 研修室
6 月 22 日㈪、7月10 日㈮13:30 ～
シルバー人材センター3 階 研修室
6 月16 日㈫、7月17 日㈮13:30 ～

対面式の入会説明会もやってます！

けんけつちゃん
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広告掲載に関する問い合わせは 合同会社 IM総合企画　☎072-275-5449

相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談
2 日㈫・9 日㈫・16 日㈫・23 日㈫・
30 日㈫・7月 7 日㈫13:00 〜17:00 市役所1階 市民相談室 ■■相相■■談談 対面（要予約、相談時間 30 分、年度内1人1回） 

■■対対■■象象 市内在住・在勤・在学の方　■■定定■■員員 1日 8 人
※陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）☎ 072-957-40004 日㈭・18 日㈭・7月 2 日㈭13:00 〜17:00 陵南の森総合センター

行政相談 10 日㈬13:00 ～15:00 陵南の森総合センター 国の仕事に関する要望・苦情・意見など。　
■■相相■■談談 対面  ☎ 072-958-1111内線1070　※靴下着用（素足厳禁）

税理士による
無料税務相談センター 17 日㈬・26 日㈮13:00 ～16:00 市役所1階 税務相談コーナー（市民相談室）

所得税・相続税や経理に関する相談（申込は電話先着順）相相
■■相相■■談談 対面・相談時間 30 分　■■対対■■象象 一般納税者で、税理士関与がない人　
近畿税理士会 富田林支部 事務局 ☎ 0721-25-6250 ㈪～㈮10:00 ～14:00

「人権擁護委員の日」
特設人権相談

1日㈪
10:00 ～12:00、13:00 ～15:00 市役所別館 3 階　会議室 人権について困りごとなど。　■■相相■■談談 対面　☎ 072-958-1111内線1054

人権相談 １９日㈮14：00 ～16:00

女性相談
3 日㈬13:30 〜16:30 市役所 4 階 人権推進課

人間関係、暴力（DV・虐待など）、からだのことなど、女性が抱える悩み。
■■相相■■談談 電話か対面（陵南の森は対面のみ）（要予約）
☎ 072-958-1111内線1055

24 日㈬13:30 ～16:30 陵南の森
女性相談支援員に
よる女性相談

㈪㈫・㈭㈮
10:00 ～15:00［㈷除く］

市役所 4 階 人権推進課
特設女性相談

（女性相談支援員） 3 日㈬・16 日㈫10:00 ～13:00（1人 50 分）

消費生活相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］10:00 〜12:00　
13:00 ～16:00 ※受付15:30 まで 市役所消費生活相談室 契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに関すること。

■■相相■■談談 原則：電話（予約優先）☎ 072-947-3715

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:00 地域就労支援センター（人権文化センター
内および 経済労働課内） ■■相相■■談談 電話か対面　※就職斡旋は行いません。☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会 第1・第 3 ㈮13:00 ～17:00 市役所別館1階 相談室 南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

多重債務無料相談 ㈪～㈮ [㈷除く]9:00～12:00、13:00～17:00 近畿財務局（大阪市中央区大手前
4-1-76　大阪合同庁舎 4 号館）

借金問題について解決方法をアドバイス。まずはお電話ください。
☎ 06-6949-6523

育児相談
家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 市立保健センター こども家庭支援課 ☎ 072-956-1000

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

■■相相■■談談 電話か対面
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］10:00 〜16:00 教育研究所（旧西浦幼稚園） ☎ 072-958-7867

進路選択支援相談 ㈫ 9:00〜17:00 ／㈮13:00〜17:00 羽曳野市立教育研究所
（旧西浦幼稚園）

進学・就学に向けての相談・助言、各種奨学金や貸付制度などの活用など。
☎ 072-958-0155

学習相談（生涯学習） 毎日［㈷除く］9:00 〜17:00 LIC はびきの1階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650　市民大学ウェブサイトでも受付。

ひとり親家庭相談 ㈫㈮ 9:15 〜17:00 市役所 1階 こども政策課 ■■相相■■談談 要予約　こども政策課 ☎ 072-947-3836（直通）

障害者生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方の相談、障害者の就業に関する相談。

☎ 072-959-3261／ＦＡＸ 072-957-1604

㈪ ～ ㈮［㈷除く］8:45 〜17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方の相談。☎ 072-950-1530 ／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷除く］10:00 〜17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方の相談。☎ 072-937-7898 ／ＦＡＸ 072-953-0519

障害者雇用相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:00 支援センターはる 知的・身体・精神など障害者の就業に関する相談。
南河内北障害者就労・生活支援センター  ☎ 072-957-7021内線1150／FAX 072-957-1604

ボランティア相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00

市役所別館 2 階 （社会福祉協議会） ■■相相■■談談 電話か対面 　社会福祉協議会 ☎ 072-958-2315

介護相談 市役所 A 棟1階 ■■相相■■談談 電話か対面 　社会福祉協議会 ☎ 072-950-0950

総合福祉相談 ①市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

■■相相■■談談 電話か対面　
社会福祉協議会 　①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

生活自立相談 市役所別館 2 階（社会福祉協議会） 生活困窮の様々な原因に応じて支援計画を策定し、自立支援を行います。
■■相相■■談談 電話か対面　☎ 072-958-2315

青少年に関する相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 ～17:45 大阪府富田林子ども家庭センター 青少年（16 ～おおむね 25 歳）が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）
大阪府富田林子ども家庭センター　☎ 0721-25-1553

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に関すること。　■■相相■■談談 電話か対面
地域人権協議会 ☎ 072-937-0860

広域人権相談窓口
（通年）

柏原市 9:00 ～16:30［㈯㈰㈷除く］
藤井寺市 9:00～12:00、13:00～16:00［㈰除く］
大阪狭山市 9:00 ～17:30［㈯㈰㈷除く］
羽曳野市 9:00 ～17:00［㈯㈰㈷除く］

柏原市役所人権推進課 ☎ 072-972-6100
藤井寺市立市民総合会館 ☎ 072-939-1118
広報広聴・人権啓発グループ ☎ 072-360-4287
羽曳野市立人権文化センター ☎ 072-937-0860

羽曳野市民でも、柏原市、藤井寺市、大阪狭山市の相談窓口で人権に関す
る相談が可能です。　■■相相■■談談 無料・秘密厳守

6 月の相談日程（無料）～ お気軽にご相談ください ～
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◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

2
月
19
日
㈭
　
〇
議
会
運
営
委
員
会

2
月
24
日
㈫
　
〇
本
会
議
1
日
目

　
　
　
　
　
　
・
提
案
説
明

　
　
　
　
　
　
・
施
政
方
針
表
明

3
月
3
日
㈫
　
〇
本
会
議
2
日
目

　
　
　
　
　
　
・
施
政
方
針
代
表
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
会
派
質
疑
）

3
月
9
日
㈪
　
〇
本
会
議
3
日
目

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　
　
〇
幹
事
長
会
議

3
月
10
日
㈫
　
〇
本
会
議
4
日
目

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
（
6
議
員
質
問
）

3
月
12
日
㈭
　
〇
本
会
議
5
日
目

　
　
　
　
　
　
・
議
案
審
議

3
月
16
日
㈪
　
〇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

3
月
23
日
㈪
　
〇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

3
月
24
日
㈫
　
〇
幹
事
長
会
議

3
月
25
日
㈬
　
〇
建
設
企
業
常
任
委
員
会

3
月
30
日
㈪
　
〇
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
〇
本
会
議
6
日
目

　
　
　
　
　
　
・
委
員
長
報
告
等

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

　

初
夏
の
爽
や
か
な
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
回

の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
令
和
8
年
第
1
回
定
例
会

に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
案
件
と
そ
の
議
決
結
果
、
各

議
員
の
賛
否
と
各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報
告
お
よ
び

各
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容
を
中
心
に
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
当
市
議
会
で
は
紙
面
の

都
合
上
掲
載
し
き
れ
な
い
各
議
員
の
一
般
質
問
の

全
貌
を
、
市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
録
画
映
像

配
信
お
よ
び
議
事
録
閲
覧
に
よ
っ
て
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
に
お
き
ま

し
て
も
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
8
年
第
２
回
定
例
会
日
程

　

第
2
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

6
月
4
日
㈭　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

6
月
15
日
㈪　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

6
月
16
日
㈫　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

6
月
17
日
㈬　

本
会
議
（
一
般
質
問
）
予
備
日

6
月
22
日
㈪　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

6
月
25
日
㈭　

民
生
産
業
常
任
委
員
会

6
月
26
日
㈮　

建
設
企
業
常
任
委
員
会

6
月
30
日
㈫　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、こ
の
日
程
は
、議
事
等
の
都
合
に
よ
り

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

令和 8 年第 1 回定例会報告令和 8 年第 1 回定例会報告
　一般質問・委員長報告等　一般質問・委員長報告等

  1

  

  

  

  2

  

  3～ 8

  9

定例会のあゆみ

次回日程

編集後記

お詫びと訂正

審議案件と議決結果

議案の賛否

一般質問

各常任委員会委員長報告

もくじ
発行：羽曳野市議会　　編集：市議会だより編集委員会

令和8年 6月号

市議会だより市議会だより

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
よ
り
お
詫
び
と
訂
正

広
報
5
月
号
併
載
の
市
議
会
だ
よ
り
5
月
号
の

6
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
、
代
表
質
疑
の

市
長
答
弁
に
お
き
ま
し
て
、
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
誤
）
2
4
0
台

（
正
）
5
4
0
台

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

樽󠄀
井　
佳
代
子　
　
　
　
　
麻
野　
彰
子

清
水　
ひ
で
た
だ　
　
　
　
阪
倉　
禎
明

ま
り
や
ま　
百
合
子　
　
　
古
澤　
　
悟

石
田　
幸
平



市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和8年（2026年）6月− 2

 第 1 回定例会で審議された案件と議決結果
議案番号 件　　　名 結　果

報 告 ２
３
４

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
専決処分の報告について（市長の給料の特例に関する条例）

報　　告
報　　告
承　　認

議 案 ２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

33
34
35

教育委員会委員の任命に係る同意について
権利の放棄について
羽曳野市道路線の廃止について
羽曳野市道路線の認定について
羽曳野市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
羽曳野市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立子育て支援センター条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市新型コロナウイルス感染症対策基金条例を廃止する条例の制定について
令和 7 年度羽曳野市一般会計補正予算（第 11 号）
令和 7 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第 4 号）
令和 7 年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第 5 号）
令和 7 年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第 4 号）
令和 8 年度羽曳野市一般会計予算
令和 8 年度羽曳野市国民健康保険特別会計予算
令和 8 年度羽曳野市と畜場特別会計予算
令和 8 年度羽曳野市財産区特別会計予算
令和 8 年度羽曳野市介護保険特別会計予算
令和 8 年度羽曳野市土地取得特別会計予算
令和 8 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計予算
令和 8 年度羽曳野市水道事業会計予算
令和 8 年度羽曳野市下水道事業会計予算
固定資産評価員の選任に係る同意について
羽曳野市本庁舎建替整備実施設計及び工事施工の請負契約について
羽曳野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
羽曳野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
令和 7 年度羽曳野市一般会計補正予算（第 12 号）

同　　意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
同　　意

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

諸般の報告
柏羽藤環境事業組合議会・大阪南消防組合議会 報　　告

議案第 19 号令和 8 年度羽曳野市一般会計予算に対する訂正の申出について 承　　認

各常任委員会の所管事項に関する調査について 決　　定

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新の会大阪維新の会 自由民主党・自由民主党・
ももっっとと羽曳野議員団羽曳野議員団 公明党公明党 日本共産党日本共産党 市民クラブ市民クラブ

会 派 に会 派 に
属さない属さない

議  員議  員

議
員
名

        

結
果  

沼
元
　
さ
え
か

清
水
ひ
で
た
だ

ま
り
や
ま
百
合
子

大
坪
　
正
尚

阪
本 

菜
津
代

百
谷
　
孝
浩

阪
倉
　
禎
明

黒
川
　
　
実

田
中
も
と
か
ず

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

古
澤
　
　
悟

石
田
　
幸
平

南
　
　
　
玲

笹
井
喜
世
子

樽󠄀
井
佳
代
子

花
川
　
雅
昭

麻
野
　
彰
子

報告　4 承　　認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

議
　
　
　
長

〇 〇 × × × 〇 〇 〇
議案 10 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
議案 19 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
議案 20 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
議案 21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
議案 23 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
議案 25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
議案 29 即日原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
※外園康裕議員は議長職のため採決には加わらず。



市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和8年（2026年）6月−3

沼
元
さ
え
か

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
企
業
誘
致
促
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　

第
7
次
総
合
基
本
計
画
に
お
い

て
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
を
測
る
数
値

目
標
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
産
業
立
地
D
X
や
、
地
籍

調
査
を
企
業
誘
致
の
「
戦
略
的
投
資
ツ
ー
ル
」

と
再
定
義
し
た
産
業
重
点
エ
リ
ア
（
西
浦
、

尺
度
、駒
ヶ
谷
等
）
へ
の
優
先
実
施
に
よ
り
、

他
市
と
差
別
化
さ
れ
た
優
位
性
を
確
立
す
べ

き
で
あ
る
。
更
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で

も
効
果
的
な
独
自
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入

と
部
局
横
断
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
、

民
間
感
覚
を
持
つ
専
門
人
材
の
配
置
を
一
体

的
に
進
め
、
企
業
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
応
え
る

強
力
な
誘
致
体
制
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

●
答
弁　

次
期
総
合
基
本
計
画
で
は
「
質
の

向
上
」
を
掲
げ
、
D
X
や
官
民
連
携
な
ど
の

好
事
例
を
参
考
に
、
稼
ぐ
力
を
高
め
る
効
果

的
な
企
業
立
地
促
進
を
図
る
。
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
合
わ
せ
、
立
地

促
進
条
例
の
制
定
や
、
専
門
知
識
を
持
つ

相
談
窓
口
の
整
備
、
多
部
署
連
携
に
よ
る

組
織
体
制
の
構
築
を
検
討
す
る
。
課
題
で
あ

る
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
人
的
負
担
や

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、
慎
重
に
検
討
を

進
め
る
。

●
要
望　
交
通
の
要
衝
と
い
う
強
み
を
活
か

し
た
戦
略
的
土
地
活
用
、
将
来
の
税
収
増
を

見
据
え
た
地
籍
調
査
の
優
先
実
施
、
そ
し
て

市
内
企
業
の
流
出
防
止
に
向
け
た
独
自
の

税
制
優
遇
拡
充
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
企
業

立
地
専
用
窓
口
の
設
置
な
ど
、
全
庁
一
丸
と

な
っ
た
攻
め
の
産
業
誘
導
施
策
の
断
行
を

強
く
要
望
す
る
。

《
災
害
時
に
お
け
る

妊
産
婦
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　

災
害
時
に
心
身
と
も
に
デ
リ
ケ

ー
ト
な
状
態
と
な
る
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
能
登
半
島
地
震
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
母
子
を
避
難
指
針

上
の
要
配
慮
者
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け

る
と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
た

専
用
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
、
母
子
を
優
先
的

に
受
け
入
れ
る
専
門
的
な
福
祉
避
難
所
の

体
制
構
築
、
お
よ
び
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
早
期
改
定
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

問
う
。

●
答
弁　

妊
産
婦
ら
を
要
配
慮
者
に
位
置

づ
け
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
女
性
職
員
に
よ
る

相
談
体
制
を
整
備
し
、
一
般
避
難
が
困
難
な

際
の
福
祉
避
難
所
へ
の
誘
導
を
し
て
い
る
。

最
新
知
見
を
反
映
し
た
避
難
所
開
設
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
質
問　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
を

踏
ま
え
、
母
子
専
用
備
蓄
の
各
避
難
所
へ
の

標
準
配
備
や
、
助
産
師
等
の
専
門
職
に
よ
る

巡
回
相
談
体
制
の
構
築
を
求
め
る
と
と
も

に
、
母
子
ケ
ア
の
プ
ロ
が
い
る
施
設
を
母
子

特
化
型
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
新
た
に

指
定
・
協
定
締
結
す
る
考
え
を
問
う
。

●
答
弁　

母
子
専
用
物
資
や
テ
ン
ト
の
備
蓄

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
保
健
師
ら
に
よ
る

巡
回
相
談
体
制
で
避
難
者
の
健
康
管
理
に

取
り
組
み
、
今
後
も
妊
産
婦
等
を
含
む
全
て

の
要
配
慮
者
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
の
協
定
締
結
に
努
め
る
。

●
要
望　

妊
産
婦
が
福
祉
避
難
所
へ
直
接

避
難
で
き
る
仕
組
み
を
個
別
避
難
計
画
と

連
動
さ
せ
て
構
築
す
る
と
と
も
に
、
公
共

施
設
や
民
間
保
育
所
等
と
連
携
し
た
妊
産

婦
専
用
の
避
難
先
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

早
期
に
確
保
す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
防
災
体
制
の
整
備
を
強
く

要
望
す
る
。

一
般
質
問

清
水
ひ
で
た
だ

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
人
口
構
造
の
分
析
と次

世
代
投
資
に
つ
い
て
》

●
質
問　
本
市
は
転
入
超
過
だ
が
市
民
の

実
感
と
の
乖
離
が
あ
る
。
人
口
自
然
減
へ
の

不
安
に
対
し
、
子
育
て
世
代
の
動
態
を
ど
う

分
析
す
る
か
。
直
近
3
年
の
20
代
か
ら

30
代
、
及
び
子
ど
も
世
代
の
純
増
数
を
示
さ

れ
た
い
。
令
和
8
年
度
予
算
を
通
じ
い
か
に

安
心
感
を
与
え
る
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
答
弁　

25
歳
か
ら
39
歳
は
直
近
3
年
ほ
ぼ

横
ば
い
だ
が
、
5
年
前
と
の
同
一
世
代
比
較

で
は
、
子
ど
も
世
代
で
4
1
0
人
、
子
育
て

世
代
で
2
3
1
人
増
加
し
て
い
る
。
今
後

も
「
量
に
よ
ら
な
い
質
の
向
上
」
に
重
点
を

置
き
、
選
ば
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
。

●
質
問　
定
住
や
多
子
世
帯
増
へ
繋
げ
る
に

は
デ
ー
タ
に
基
づ
く
政
策
立
案
が
不
可
欠

だ
。
転
入
者
の
定
住
率
等
を
K
P
I
に
設
定

し
検
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
令
和
8
年
度

予
算
案
の
目
玉
事
業
を
問
う
。

●
答
弁　

第
3
期
総
合
戦
略
策
定
に
お
い
て

有
効
な
K
P
I

を
設
定
す
る
。重
点
事
業
は
、

古
市
こ
ど
も
園
開
園
や
新
た
な
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
設
置
等

だ
。
ソ
フ
ト
面
で
も
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
や
小
児
神
経
科
医
に
よ
る
巡
回
事
業

等
を
推
進
す
る
。

●
要
望　
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
、
戦
略
的
な

情
報
発
信
を
強
く
要
望
す
る
。
効
果
の
低
い

事
業
は
見
直
し
、
真
に
次
世
代
の
た
め
の

施
策
へ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
予
算
を
振
り

分
け
ら
れ
た
い
。

《
I
C
T
教
育
・
個
別
学
習
に
つ
い
て
》

●
質
問　
学
校
小
規
模
化
が
進
む
中
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
よ
る
個
別
学
習
は
教
育
の
質

を
担
保
す
る
鍵
だ
。
学
習
履
歴
を
ど
う
分
析

し
反
映
さ
せ
る
の
か
。
導
入
に
よ
る
学
習

意
欲
や
学
力
定
着
へ
の
効
果
に
つ
い
て
市
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。 

●
答
弁　

独
自
の
学
力
調
査
結
果
を
ア
プ

リ
と
連
携
さ
せ
、
個
々
の
理
解
度
に
合
っ
た

問
題
を
自
動
作
成
す
る
。
教
員
の
分
析
時
間

を
短
縮
で
き
、
き
め
細
か
な
声
か
け
や
指
導

改
善
に
注
力
で
き
る
た
め
、
学
習
意
欲
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。

●
質
問　
本
市
の
強
み
と
し
て
、
こ
の
独
自

の
個
別
学
習
を
い
か
に
P
R
し
流
入
に

繋
げ
る
か
。

●
答
弁　

児
童
が
学
力
向
上
を
実
感
し
、

保
護
者
が
安
心
感
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。

H
P
等
で
広
く
発
信
し
、
他
課
と
も
連
携

し
て
少
子
化
対
策
の
一
助
と
す
る
。

●
意
見　
ツ
ー
ル
導
入
で
満
足
せ
ず
、
学
力

を
伸
ば
す
結
果
に
執
念
を
持
ち
取
り
組
む

べ
き
だ
。
進
捗
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と

は
信
頼
に
直
結
す
る
と
考
え
る
。

《
組
織
変
革
・
教
育
の
質
向
上
に
つ
い
て
》

●
質
問　
府
下
初
の「
チ
ー
ム
担
任
制
」は
、

教
員
の
負
担
軽
減
と
多
角
的
な
児
童
理
解

に
資
す
る
。
現
場
の
反
応
と
変
化
を
伺
う
。

ま
た
、
本
市
の
教
育
の
質
を
ど
う
定
義
し
、

強
み
と
し
て
確
立
す
る
か
。

●
答
弁　

教
員
か
ら
は
教
材
研
究
の
充
実

や
精
神
的
負
担
の
軽
減
で
好
評
を
得
て

い
る
。
児
童
か
ら
も
前
向
き
な
回
答
が

増
え
た
。
本
体
制
を
「
重
層
的
な
教
育

支
援
体
制
」
と
定
義
し
、
市
全
体
で
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
他
市
に
先
ん
じ
て
精
度

を
高
め
て
い
く
。

●
質
問　
ア
プ
リ
の
デ
ー
タ
を
チ
ー
ム
担
任

制
で
ど
う
共
有
し
、
指
導
に
繋
げ
る
か
。

●
答
弁　

全
教
員
が
デ
ー
タ
を
共
有
で
き

る
た
め
、
客
観
的
数
値
と
各
担
任
が
把
握

し
た
生
活
面
等
の
情
報
を
合
わ
せ
、
一
人

ひ
と
り
の
特
性
を
学
習
指
導
に
反
映
さ

せ
る
。

●
要
望　

本
体
制
を
「
現
場
の
工
夫
」
で

終
わ
ら
せ
ず
、
残
業
削
減
等
の
因
果
関
係

を
緻
密
に
検
証
し
、
圧
倒
的
な
「
羽
曳
野

モ
デ
ル
」
を
確
立
さ
れ
た
い
。
教
育
の

無
償
化
と
質
の
向
上
の
両
輪
に
よ
り
、
市
民

の
不
安
を
誇
り
に
変
え
る
強
い
覚
悟
を

期
待
す
る
。
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南
　
　
玲
（
日
本
共
産
党
）

《
学
校
給
食
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
新
セ
ン
タ
ー
に
は
ア
レ
ル
ギ

ー
に
対
応
す
る
調
理
場
が
完
備
さ
れ
て
い

る
が
、
対
応
食
等
へ
の
取
組
は
。
②
無
償

化
に
つ
い
て
、
国
の
支
援
制
度
内
容
と
、

当
市
で
の
保
護
者
や
自
治
体
負
担
は
。

③
中
学
校
給
食
を
無
償
化
に
す
る
場
合
の

予
算
は
。

●
答
弁　

①
保
護
者
や
関
係
機
関
と
の

綿
密
な
調
整
や
連
携
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、

実
施
内
容
や
時
期
に
つ
い
て
は
適
切
な

時
期
に
検
討
す
る
。
②
児
童
1
人
あ
た
り

月
額
5,
2
0
0
円
を
基
準
と
し
た
支
援
が

行
わ
れ
、
不
足
分
は
市
が
負
担
。
令
和
8

年
度
よ
り
保
護
者
負
担
の
な
い
完
全
無
償

化
に
取
組
む
予
定
。
③
現
時
点
の
試
算
で

年
間
約
1
億
6,
0
0
0
万
円
の
見
込
。

●
質
問　

小
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
に

取
組
む
と
い
う
こ
と
だ
が
①
ア
レ
ル
ギ
ー

や
宗
教
上
の
理
由
、
不
登
校
等
に
よ
り

給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
非
喫
食
児
童
へ
の

対
応
は
。
②
中
学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
国
の
支
援
制
度
の
状
況
を

注
視
す
る
。
②
優
先
度
の
高
い
事
業
で
あ

る
と
の
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
。
国
に

対
し
、
全
国
市
長
会
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
、
早
期
実
現
に
向
け
働
き
か
け
て

ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

今
後
も
引
き
続
き
保
護
者
負
担

の
な
い
よ
う
、
不
足
分
は
市
が
負
担
し
、

無
償
化
に
取
組
む
よ
う
求
め
る
。
ま
た

全
て
の
児
童
に
給
食
費
無
償
化
の
恩
恵
が

行
き
渡
る
よ
う
、
非
喫
食
者
に
は
給
食
費

相
当
の
給
付
を
要
望
。
中
学
校
給
食
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
6
年
度
一
般

会
計
予
算
総
額
約
5
0
0
億
円
の
0.
3
％

で
実
施
で
き
る
。
優
先
度
の
高
い
事
業
と

認
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
任
せ
で

な
く
市
独
自
で
中
学
校
給
食
費
無
償
化
を

早
期
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
。

《
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
学
童
保
育
の
支
援
員
は
、
年
収

約
1
5
0
万
円
未
満
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と

言
わ
れ
て
お
り
、
当
市
で
も
低
す
ぎ
る
処
遇

と
な
っ
て
い
る
。
非
正
規
で
は
な
く
正
規

職
員
と
し
て
、
仕
事
内
容
に
見
合
っ
た
労
働

条
件
と
十
分
な
給
与
補
償
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
市
の
考
え
は
。
②
使
用
料
は
基
本

使
用
料
が
5,
0
0
0
円
、
土
曜
・
延
長
保
育

や
お
や
つ
代
等
を
含
め
る
と
、
児
童
1
人

あ
た
り
1
万
円
以
上
の
負
担
と
な
る
。
減
免

制
度
は
あ
る
が
対
象
幅
が
と
て
も
狭
い
。

支
援
制
度
の
対
象
基
準
を
僅
か
に
超
え
、

公
的
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
世
帯
は
、
特
に

生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
減
免
制
度

拡
充
へ
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
多
様
な
勤
務
形
態
に
対
応
可
能

な
現
在
の
雇
用
体
制
を
継
続
し
て
い
く
。

②
国
の
制
度
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
運
営
コ
ス
ト

の
一
部
を
受
益
者
負
担
と
し
て
い
る
。ま
た
、

物
価
高
を
考
慮
し
、
学
童
保
育
の
使
用
料
に

つ
い
て
も
羽
曳
野
市
使
用
料
・
手
数
料
検
討

委
員
会
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。③
対
象
の
拡
充
は
予
定
し
て
い
な
い
。

●
要
望　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に

居
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
放
課
後
を
つ
く
る

た
め
に
も
、
安
定
し
た
人
員
確
保
の
た
め

に
も
、
長
期
的
に
働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

正
規
職
員
と
し
て
雇
用
し
、
処
遇
改
善
に

取
組
む
よ
う
強
く
要
望
。
使
用
料
に
つ
い
て

は
市
民
生
活
が
苦
し
い
な
か
、
い
か
に
市
民

負
担
を
軽
減
し
て
い
く
の
か
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
国
も
物
価
高
か
ら
市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
小
学
校
給
食
費

負
担
軽
減
に
踏
み
出
し
た
。
今
こ
そ
、羽
曳
野

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
へ
、
子

育
て
支
援
の
充
実
を
進
め
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

古
澤
　
悟
（
公
明
党
）

《
市
庁
舎
に
お
け
る

大
規
模
災
害
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
規
模
地
震
発
生
時
の
市
庁
舎

に
お
け
る
、
来
庁
者
の
安
全
確
保
及
び

避
難
誘
導
に
つ
い
て
の
体
制
を
伺
う
。

●
答
弁　

消
防
法
に
基
づ
き
、
市
庁
舎
の

防
火
管
理
に
つ
い
て
の
必
要
事
項
を
定
め
て

い
る
。
羽
曳
野
市
庁
舎
消
防
計
画
を
作
成

し
、
避
難
誘
導
に
つ
い
て
は
、
各
フ
ロ
ア

に
担
当
職
員
を
配
置
。
避
難
経
路
図
に

沿
っ
て
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
対
応

す
る
。

●
質
問　

災
害
時
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

安
全
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
平
成

21
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
、
新
設

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
地
震
時
管
制
運
転

装
置
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
、
市
庁
舎

に
お
け
る
地
震
時
管
制
運
転
装
置
設
置

状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。
ま
た
、
万

が
一
の
閉
じ
込
め
に
備
え
た
対
策
に
つ
い

て
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

●
答
弁　

本
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

平
成
30
年
に
、
地
震
時
管
制
運
転
装
置
は

設
置
済
み
で
あ
る
。
こ
の
装
置
は
地
震
の

初
期
微
動
を
感
知
す
る
と
最
寄
り
階
に

停
止
し
閉
じ
込
め
を
防
止
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。
点
検
も
法
令
に
基
づ
き
、
適
切
に

行
っ
て
い
る
。

●
質
問　
停
電
、
設
備
の
損
傷
で
万
が
一
、

閉
じ
込
め
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
非
常
品
を
収
納
す
る

防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
導
入
は
あ
る
の
か

伺
う
。　

●
答
弁　

防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
閉
じ
込

め
ら
れ
た
際
、
有
効
な
設
備
と
認
識
す
る

が
設
置
予
定
は
な
い
。
比
較
的
低
層
で
あ

り
、
短
時
間
で
の
救
出
が
可
能
と
考
え
る
。

職
員
研
修
等
に
よ
り
災
害
対
応
力
の
向
上

を
目
指
す
。

●
要
望　

防
災
士
と
し
て
の
立
場
か
ら
も

命
を
守
る
体
制
に
課
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
。
大
阪
北
部
地
震
で
は
多
く
の
閉
じ

込
め
事
例
が
発
生
。
万
が
一
に
備
え
、
水
や

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
な
ど
備
え
た
防
災
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て
前
向
き
な
検
討

を
求
め
た
い
。

《
疾
患
由
来
の
脱
毛
症
に
対
す
る

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費

助
成
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

疾
患
由
来
の
脱
毛
症
に
対
す
る

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
助
成
制
度
の

拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。
本
市
で
は
、
が
ん

治
療
に
伴
う
脱
毛
に
よ
る
外
見
変
化
へ
の

支
援
と
し
て
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費

助
成
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

制
度
開
始
以
降
の
助
成
件
数
の
推
移
と

直
近
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。
円
形
脱
毛
症

や
汎
発
型
脱
毛
症
な
ど
疾
患
由
来
の
脱
毛
症

患
者
数
の
把
握
状
況
、
さ
ら
に
現
在
の
助
成

制
度
を
疾
患
由
来
の
脱
毛
症
に
も
対
象

拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
か
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

助
成
件
数
は
令
和
4
年
度
23
件
、

令
和
5
年
度
33
件
、
令
和
6
年
度
31
件
、

令
和
7
年
度
は
2
月
末
現
在
で
32
件
。

ま
た
、
疾
患
由
来
の
脱
毛
症
患
者
数
に

つ
い
て
は
市
と
し
て
把
握
し
て
お
ら
ず
、

現
在
の
制
度
は
が
ん
治
療
に
伴
う
外
見

変
化
へ
の
支
援
と
し
て
実
施
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
、
対
象
拡
大
の
予
定

は
な
い
。

●
要
望　

現
在
の
が
ん
治
療
に
伴
う
医
療

用
ウ
イ
ッ
グ
助
成
制
度
は
、
大
変
意
義
あ
る

取
り
組
み
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
の
で
は
な
く

既
存
制
度
の
対
象
拡
大
で
あ
れ
ば
財
政
的
、

事
務
的
負
担
も
比
較
的
限
定
的
で
あ
り
、

実
現
性
は
高
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
他

自
治
体
で
は
疾
患
に
起
因
す
る
脱
毛
症
の

方
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
事
例
も

あ
り
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
支
え

と
な
る
制
度
で
あ
る
。
前
向
き
に
検
討
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
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黒
川
　
実

　
（
自
由
民
主
党
・

 　
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
ガ
ス
管
の
耐
震
化
は
。
②
水
道

下
水
道
の
平
常
時
の
緊
急
対
応
は
。
③
ガ
ス

漏
れ
、
電
線
の
老
朽
化
等
生
活
に
支
障
が

生
じ
る
場
合
の
通
報
体
制
は
。
④
災
害

発
生
時
の
本
市
の
初
動
対
応
の
体
制
は
。

●
答
弁　

①
ガ
ス
管
の
耐
震
化
は
府
内
で

90
%
。
②
24
時
間
水
道
局
職
員
水
道
施
設

修
繕
委
託
業
者
と
連
携
対
応
。
③
原
則
各

専
門
業
者
に
連
絡
し
て
頂
く
が
被
害
状
況

に
応
じ
て
消
防
、
警
察
と
連
携
を
図
る
。

④
市
災
害
対
策
本
部
と
ガ
ス
電
気
事
業
者

と
連
絡
し
復
旧
。

●
意
見
要
望　

電
気
や
ガ
ス
は
一
歩
間
違

え
れ
ば
市
民
の
命
に
関
わ
る
重
大
な
事
故
の

可
能
性
が
あ
る
。
緊
急
時
は
行
政
と
事
業
者

が
よ
り
一
層
連
携
し
、
市
民
の
安
全
を
最

優
先
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
が
必
要
、

特
に
休
日
や
夜
間
な
ど
、
通
常
の
連
絡
体
制

で
は
対
応
が
難
し
い
時
間
帯
に
お
い
て
も
、

市
が
窓
口
と
な
り
民
間
事
業
者
と
確
実
に

連
携
が
取
れ
る
仕
組
作
り
、
緊
急
時
の

連
絡
体
制
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
・
強
化

し
て
い
た
だ
き
広
報
な
ど
で
対
応
の
仕
方

を
周
知
し
て
頂
く
こ
と
を
強
く
お
願
い

す
る
。
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、

電
気
・
ガ
ス
を
含
め
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

全
体
の
危
機
対
応
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実

を
お
願
い
す
る
。

《
保
育
園
、
認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
令
和
8
年
度
の
入
園
希
望
者

数
は
。
②
入
園
が
で
き
な
い
見
込
み
の

園
児
は
。
③
現
段
階
で
待
機
、
保
留
と

な
る
園
児
は
。

●
答
弁　

①
0
歳
～
6
歳
合
計
6
1
0
人
。

②
国
基
準
の
待
機
児
童
は
0
の
見
込
み
。

③
希
望
園
、
認
可
外
保
育
施
設
等
の
利
用
を

麻
野
彰
子

　
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

《
女
性
の
資
格
取
得
支
援
と

商
工
連
携
型
就
労
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
》

●
質
問　
出
産
や
子
育
て
を
機
に
離
職
し
、

再
就
職
時
に
非
正
規
雇
用
と
な
る
女
性
が

多
い
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
の
女
性
向
け

就
労
支
援
事
業
の
実
績
や
課
題
及
び
、

資
格
取
得
支
援
と
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
を

組
み
合
わ
せ
た
制
度
構
築
の
可
能
性
や

在
宅
ワ
ー
ク
や
デ
ジ
タ
ル
分
野
を
含
め
た

ス
キ
ル
取
得
支
援
の
考
え
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

保
育
と
福
祉
の
お
仕
事
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ェ
ア
で
は
昨
年
度
28
名
参
加
で

3
名
採
用
、
パ
ー
ト
の
お
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ェ
ア
で
は
16
名
参
加
で
1
名
採
用
で

あ
っ
た
。
資
格
取
得
支
援
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
国
や
府
の
制
度
の
周
知
と
活
用
を

進
め
、
他
市
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
う
。

●
要
望　

女
性
が
能
力
を
発
揮
し
地
域

で
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
資
格
取
得

支
援
、
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
、
在
宅
ワ
ー
ク

を
含
め
た
ス
キ
ル
育
成
な
ど
、
実
際
の

就
労
に
つ
な
が
る
支
援
の
在
り
方
を
前
向

き
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

《
新
庁
舎
整
備
と

市
民
利
用
型
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
》

●
質
問　

新
庁
舎
整
備
に
あ
た
り
、
市
民

が
作
業
や
学
習
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な
ど

に
活
用
で
き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
や

個
人
ブ
ー
ス
を
計
画
段
階
か
ら
位
置
づ
け
る

考
え
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
会
議
室
の
開

放
を
検
討
し
て
お
り
、
電
源
や
W
i

-

F
 i 

を
備
え
た
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
予
定
。

一
方
、
個
人
専
用
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
は
現
段
階
で
は
計
画
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

●
要
望　

今
後
の
運
用
の
中
で
、
市
民
の

多
様
な
働
き
方
や
学
び
直
し
に
対
応
で
き
る

環
境
整
備
に
つ
い
て
柔
軟
に
検
討
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

《
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

適
正
分
別
と
回
収
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
混
入
に

よ
る
火
災
事
故
の
状
況
や
回
収
体
制
に
つ

い
て
。

●
答
弁　

柏
羽
藤
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
昨
年

度
約
1
7
0
件
の
火
災
事
故
が
発
生
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
市
役
所
本
庁
、
支
所
、

L
I
C
は
び
き
の
の
3
か
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
す
る
。

●
要
望　

市
民
の
利
便
性
向
上
の
観
点

か
ら
、
今
後
の
回
収
拠
点
の
拡
充
や
周
知

啓
発
の
強
化
を
要
望
す
る
。

《
自
転
車
の
反
則
金
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
令
和
8
年
4
月
1
日
施
行
の
自
転

車
反
則
金
制
度
に
つ
い
て
、
市
民
や
高
校
生

な
ど
若
年
層
へ
の
周
知
の
取
組
は
。

●
答
弁　

広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

S
N
S
を
活
用
し
、
警
察
と
連
携
し
た
交
通

安
全
啓
発
を
進
め
る
。

●
要
望　
制
度
の
趣
旨
は
事
故
防
止
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
学
校
と
の
連
携
や
S
N
S
を

活
用
し
た
分
か
り
や
す
い
周
知
啓
発
を
引
き

続
き
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

含
め
る
と
保
留
児
童
は
一
定
数
、
昨
年
よ
り

増
加
。

●
質
問　

今
後
ど
の
様
に
保
育
の
受
け
皿

確
保
を
進
め
る
の
か
。

●
答
弁　

民
間
活
力
の
活
用
を
軸
に
必
要

な
受
け
皿
整
備
を
図
る
。

●
意
見
要
望　

何
園
か
希
望
を
書
い
て
も

入
れ
な
い
、
兄
弟
が
別
々
な
ら
入
れ
る
、

自
宅
や
職
場
か
ら
遠
い
園
し
か
空
き
が

な
い
な
ど
保
護
者
か
ら
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
、
入
園
状
況
や
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
が
重
要
、
待
機
児
童
の

定
義
上
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
実
際
は
希
望

す
る
保
育
園
に
入
れ
な
い
状
況
、
本
市
は

低
年
齢
児
の
入
園
の
実
態
に
し
っ
か
り

目
を
向
け
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、

子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

本
市
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
、
低
年
齢
児

の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
、
保
育

環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
保
育
園
に
入
れ

な
い
と
言
っ
た
声
が
な
い
よ
う
お
願
い

す
る
。

《
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
育
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動

場
所
は
。
②
市
の
取
り
組
み
支
援
は
。

●
答
弁　

①
12
団
体
、
野
外
、
屋
内
ス
ポ

ー
ツ
施
設
や
学
校
施
設
開
放
に
よ
る
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
。
②
各
団
体
の
運
営
、

活
動
に
1
団
体
3
万
円
の
補
助
、
施
設
の

年
間
予
約
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　
夏
場
に
利
用
時
間
の
延
長
は
。

●
答
弁　

各
学
校
地
域
で
課
題
等
も
異
な
る
。

規
則
に
基
づ
き
教
育
委
員
会
で
判
断
。

●
意
見
要
望　
近
年
夏
場
の
気
温
は
高
く
、

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
は
子
ど
も
達
に
大
き
な

負
担
、
夏
場
は
夕
方
以
降
気
温
も
下
が
り

安
全
に
活
動
で
き
る
、
安
全
面
等
考
え
本
市

施
設
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
整
備
や
施
設
利
用

時
間
の
延
長
な
ど
地
域
や
学
校
の
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
頂
き

た
い
。
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田
中
も
と
か
ず

　
（
自
由
民
主
党
・

 　
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

●
質
問　

学
校
規
模
適
正
化
、
適
正
配
置

に
つ
い
て
。
実
施
ま
で
ど
の
程
度
の
期
間

を
想
定
し
て
い
る
か
。
住
民
も
参
画
で
き
る

形
で
、
協
議
会
、
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る

考
え
は
。

●
答
弁　

現
在
は
市
民
の
声
を
聞
く
こ
と

か
ら
始
め
、
方
針
や
計
画
に
つ
い
て
は
全
く

の
白
紙
の
状
態
。
た
だ
、
早
計
に
進
め
る

こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
数
年
か

け
て
市
基
本
方
針
や
基
本
計
画
、
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。
現
段
階

で
は
、
住
民
参
画
の
会
議
体
を
設
置
す
る

予
定
は
な
い
。

●
要
望　

学
校
再
編
は
教
育
の
問
題
で
あ

る
と
同
時
に
地
域
の
価
値
、
防
災
、
交
通
、

子
育
て
環
境
な
ど
生
活
基
盤
に
直
結
す
る

課
題
。
抽
象
論
の
ま
ま
進
め
れ
ば
子
ど
も

と
地
域
に
負
担
が
集
中
し
合
意
形
成
が

損
な
わ
れ
る
。
決
定
か
ら
実
施
ま
で
の

期
間
、
移
行
期
間
の
考
え
方
を
初
期
段
階

で
明
示
し
て
欲
し
い
。
住
民
参
画
の
会
議

体
を
設
置
し
な
い
の
は
極
め
て
残
念
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
説
明
会
だ
け
で

は
実
質
的
な
参
画
と
は
言
え
な
い
。
学
校

は
避
難
所
で
あ
り
、
地
域
活
動
の
核
で
あ

り
、
学
校
が
な
く
な
る
影
響
は
教
育
委
員

会
だ
け
で
は
補
完
で
き
な
い
。
保
護
者
、

地
域
団
体
等
が
初
期
段
階
か
ら
議
論
に

参
画
で
き
る
仕
組
み
を
強
く
要
望
す
る
。

●
質
問　

A
I
が
急
速
に
普
及
し
、
能
力

の
代
替
可
能
に
な
る
時
代
、
子
ど
も
た
ち

が
豊
か
に
人
生
を
生
き
る
力
、
問
い
を

立
て
る
力
、
他
者
と
協
働
す
る
力
、
感
じ

取
り
表
現
す
る
力
、
自
分
を
律
す
る
力
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
。
私
は

幼
少
期
か
ら
義
務
教
育
期
の
過
ご
し
方
が

そ
の
土
台
を
決
め
る
と
考
え
て
い
る
。

世
界
変
化
に
適
応
し
た
人
材
育
成
の
柱
を

ど
こ
に
置
く
の
か
、
A
I
時
代
に
学
校

教
育
が
守
る
べ
き
人
間
の
力
と
は
何
か
。

●
教
育
長
答
弁　

知
識
習
得
だ
け
で
な
く
、

自
ら
の
課
題
を
見
つ
け
、
仲
間
と
協
働
し
な

が
ら
解
決
す
る
力
や
新
し
い
価
値
を
創
造

す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
改
善
を

進
め
、
探
求
的
な
学
び
や
協
働
的
な
学
習
を

通
じ
て
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
身
に

つ
け
、生
き
る
力
の
育
成
に
一
層
取
り
組
む
。

ま
た
A
I

を
適
切
に
理
解
し
、
活
用
す
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

●
要
望　
デ
ジ
タ
ル
と
紙
、
実
体
験
の
使
い

分
け
の
基
準
、
端
末
利
用
ル
ー
ル
と
家
庭

連
携
、
そ
し
て
健
康
面
、
学
習
面
の
影
響

検
証
、
そ
し
て
教
員
の
研
修
と
負
担
軽
減
、

A
I
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
到
達
目
標
、
こ
れ

ら
を
整
理
し
た
方
針
を
示
す
こ
と
を
要
望

す
る
。

●
質
問　
新
庁
舎
計
画
総
事
業
費
の
見
込
額

の
推
移
と
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
現
状
は
。

●
答
弁　

総
事
業
費
は
、
前
回
の
約

1
0
8
億
円
よ
り
約
37
億
8,
4
0
0
万
円

増
額
し
、
約
1
4
5
億
8,
4
0
0
万
円
。

現
在
滞
り
な
く
進
ん
で
お
り
、
3
月
中
旬
に

審
査
結
果
の
公
表
を
予
定
。

●
要
望　

前
回
約
1
0
8
億
円
か
ら

1
4
5
億
円
へ
、
約
30.
84
億
円
の
増
額
、
率

に
し
て
約
35
％
の
上
振
れ
と
な
っ
た
。
結
論

と
し
て
、
私
は
こ
の
計
画
に
は
賛
同
で
き

な
い
。
理
由
は

①
市
民
が
求
め
る
優
先
事
項
で
は
な
い
。

②
人
口
減
少
と
働
き
手
世
代
減
少
が
進
む

中
、
市
民
負
担
が
耐
え
ら
れ
な
い
規
模
で

あ
る
。

③
隈
研
吾
に
よ
る
特
殊
意
匠
は
将
来
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
用
が
重
く
市
民
負
担
に
な
る
。

④
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
一
点
豪
華
主
義

庁
舎
計
画
は
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
。

⑤
民
主
的
と
は
言
い
難
い
計
画
の
進
め
方
。

問
題
を
指
摘
し
続
け
た
議
員
が
い
た
こ
と
を

残
し
、
将
来
の
教
訓
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

ま
り
や
ま
百
合
子

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
制
度
》

●
質
問　

近
年
は
大
規
模
災
害
の
ほ
か
、

市
内
に
お
い
て
は
火
事
が
相
次
ぐ
等
、
地
域

住
民
に
よ
る
初
期
対
応
力
の
強
化
や
情
報

共
有
、
防
災
訓
練
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

補
助
金
の
申
請
方
法
、
申
請
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

●
答
弁　

自
治
会
や
町
会
な
ど
か
ら
交

付
申
請
後
、
交
付
決
定
通
知
に
基
づ
き

物
品
購
入
や
事
業
実
施
を
す
る
。
申

請
状
況
は
令
和
5
年
度
は
35
団
体

1
6
7
万
2,
0
0
0
円
、
令
和
6
年

度
は
35
団
体
1
4
2
万
1,
0
0
0
円
、

令
和
7
年
度
は
2
月
末
日
現
在
で
23
団
体

1
0
5
万
7,
0
0
0
円
。

●
質
問　

今
後
補
助
金
制
度
の
適
用
が

拡
大
さ
れ
る
予
定
の
あ
る
範
囲
に
つ
い
て

問
う
。

●
答
弁　

共
助
の
力
が
高
ま
っ
て
い
く

よ
う
、
交
付
対
象
経
費
の
拡
大
、
検
討
を

進
め
た
い
。

●
要
望　

町
内
会
で
設
置
し
て
い
る
消
火

器
の
買
換
え
に
活
用
し
た
い
と
い
う
要
望

を
多
く
伺
っ
て
い
る
。
手
続
の
簡
素
化
や

対
象
防
災
備
品
購
入
の
範
囲
の
拡
大
を

要
望
。

《
小
学
校
、
義
務
教
育
学
校
の
人
員
配
置
》

●
質
問　
不
登
校
、
い
じ
め
、
I
C
T
教
育

の
推
進
等
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
は
多
様
化

複
雑
化
し
て
い
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員

の
特
別
支
援
、
学
習
支
援
、
生
活
指
導
の

中
で
の
役
割
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁　

多
様
な
教
育
課
題
に
対
応
す
る

た
め
各
分
野
に
専
門
人
材
を
配
置
。
特
別

支
援
分
野
は
支
援
教
育
介
助
員
と
看
護
師

を
配
置
。
学
習
支
援
分
野
で
は
教
育
指
導

専
門
員
や
は
び
き
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
、
学
校
図
書
館
司
書
、
A
L
T
、

部
活
動
指
導
員
を
配
置
。
生
活
指
導
分
野

で
は
教
育
指
導
専
門
員
、
子
育
て
連
携

支
援
員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
。

●
質
問　

学
習
支
援
の
配
置
体
制
の
課
題

と
充
実
に
向
け
た
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁　

各
校
の
規
模
、
教
育
ニ
ー
ズ
や

現
場
の
声
を
総
合
的
に
判
断
し
配
置
。

課
題
は
各
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材

配
置
。

●
要
望　

今
後
の
財
政
状
況
も
踏
ま
え
つ

つ
、
学
校
現
場
の
声
を
丁
寧
に
把
握
し
な

が
ら
、
適
正
な
人
員
配
置
に
つ
い
て
の

検
討
を
要
望
。

《
離
婚
後
の
共
同
養
育
》

●
質
問　

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
た
め
に
は
、
離
婚
に
際
し
て
面
会

交
流
や
養
育
費
に
つ
い
て
公
正
か
つ
確
実

な
取
決
め
の
必
要
が
あ
る
。
市
は
ど
の
よ

う
な
支
援
策
、
経
済
的
な
仕
組
み
を
実
施

し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
を
1
名

配
置
。
助
言
や
情
報
提
供
、
自
立
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
な
ど
を
行
う
。
養
育
費

履
行
確
保
の
公
正
証
書
の
作
成
費
用
補
助
、

養
育
費
の
保
証
契
約
費
用
の
補
助
、
市
が

提
携
す
る
保
証
会
社
と
の
契
約
サ
ポ
ー
ト
と

初
年
度
の
保
証
料
の
補
助
を
実
施
。
令
和

8
年
度
か
ら
A
D
R
、
裁
判
外
紛
争
解
決

手
続
の
利
用
に
係
る
費
用
の
一
部
助
成
を

開
始
。

●
質
問　
離
婚
後
の
親
子
交
流
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

大
阪
府
が
実
施
す
る
親
子
交
流

支
援
事
業
に
お
い
て
最
長
1
年
間
無
料
で

親
子
交
流
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
。

●
要
望　

令
和
8
年
4
月
か
ら
は
、
改
正

民
法
の
施
行
に
よ
り
、
共
同
親
権
制
度
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
共
同
養
育
の

具
体
的
な
内
容
や
実
効
性
が
問
わ
れ
る

時
代
に
入
る
。
共
同
親
権
制
度
の
開
始
を

契
機
と
し
て
本
市
に
お
け
る
共
同
養
育
支
援

の
さ
ら
な
る
拡
充
と
体
制
整
備
を
要
望
。

《
健
康
は
び
き
の
21
計
画
に
つ
い
て
》

●
要
望　
特
定
健
診・市
民
健
診
に
つ
い
て
、

睡
眠
に
関
す
る
問
診
項
目
を
入
れ
て
は
。

6
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阪
本
菜
津
代

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
阪
・
関
西
万
博
で
府
内
の

だ
ん
じ
り
が
集
結
し
、
国
内
外
か
ら
非
常
に

高
い
評
価
を
受
け
た
。
市
制
70
周
年
等
の

節
目
に
、
庁
舎
前
広
場
な
ど
を
活
用
し
て
、

だ
ん
じ
り
関
連
の
催
し
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
魅
力
発
信
や
若
者
の
参
加

促
進
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

●
答
弁　

だ
ん
じ
り
の
優
美
さ
や
勇
壮
さ
は

市
内
外
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

認
識
。
一
方
で
、
祭
礼
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

が
由
緒
、
伝
統
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
周
年

事
業
な
ど
節
目
で
行
う
種
々
の
事
業
の

中
の
一
つ
と
し
て
、
目
的
と
効
果
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。

●
要
望　

行
政
の
慎
重
な
視
点
と
地
域
の

前
向
き
な
思
い
は
、
同
じ
方
向
を
向
い
て

い
る
。
節
目
と
な
る
周
年
事
業
な
ど
の

機
会
を
捉
え
、
地
域
の
皆
様
と
丁
寧
に
対
話

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

《
市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て
》

●
質
問　
提
案
基
準
26
な
ど
、
産
業
振
興
に

向
け
た
基
準
整
備
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

●
答
弁　

振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
区
域

の
地
域
経
済
発
展
を
推
進
し
地
域
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
生
か
そ
う
と
す
る
も
の
。

●
要
望　

土
地
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極

め
、
持
続
可
能
な
活
用
を
進
め
る
こ
と
を

要
望
。

《
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
道
路
整
備
に
お
け
る
老
朽
化
対
策

の
現
状
と
今
後
の
対
応
方
針
、
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。

●
答
弁　

道
路
の
重
要
性
や
防
災
機
能
を

踏
ま
え
補
修
し
て
い
る
。
農
振
計
画
は
優
良

農
地
の
保
全
を
目
的
と
し
、
令
和
7
年
度

阪
倉
禎
明

（
自
由
民
主
党
・

  
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　

給
食
の
量
と
満
足
度
の
確
保
に

つ
い
て
。
お
代
わ
り
は
充
分
に
確
保
さ

れ
て
い
る
の
か
。
家
庭
か
ら
の
食
べ
物
の

持
参
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
給
食
を

温
か
い
状
態
で
届
け
る
た
め
の
配
送
工
程

や
保
温
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

お
代
わ
り
で
き
る
よ
う
各
ク
ラ
ス

に
お
い
て
配
膳
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

食
べ
物
の
持
参
は
認
め
て
い
な
い
。
調
理

後
速
や
か
に
保
温
性
の
あ
る
食
缶
に
い
れ

適
温
状
態
の
ま
ま
配
送
し
て
い
る
。

●
要
望　

成
長
期
の
子
ど
も
達
は
体
格
の

個
人
差
が
あ
り
一
律
の
配
分
量
で
は
不
十
分

な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
家
庭
か
ら
の
持
参
を

認
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
配
膳
時
に
生
徒

自
ら
の
申
告
制
の
盛
り
付
け
の
推
奨
な
ど

工
夫
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。
新
給
食

セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
あ
た
り
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
教
室
で
の

配
膳
の
工
夫
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
細
や
か

な
指
導
を
要
望
す
る
。

《
中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
の
方
針
に
よ
り
令
和
8
年
度

か
ら
部
活
動
地
域
展
開
の
改
革
推
進
期
間

が
始
ま
る
。
本
市
の
地
域
展
開
の
進
捗
と

指
導
者
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

指
導
体
制
の
確
立
や
活
動
費
の

確
保
、
保
護
者
の
負
担
増
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
あ
り
本
市
で
は
検
討
段
階
で
あ
る
。

●
要
望　

人
材
の
安
定
的
確
保
の
た
め
、

大
阪
南
消
防
局
と
四
天
王
寺
大
学
と
の

包
括
的
な
連
携
を
要
望
す
る
。
消
防
職
員
の

社
会
貢
献
型
副
業
に
関
す
る
許
可
基
準
の

明
確
化
、
四
天
王
寺
大
学
の
学
生
コ
ー
チ
の

単
位
認
定
制
度
を
大
学
側
と
締
結
し
、

部
活
動
員
指
導
員
を
確
保
し
、
消
防・大
学・

行
政
が
W
I
N
・
W
I
N
の
関
係
を
築
き
、

少
子
化
の
な
か
、
次
世
代
の
子
ど
も
達
に

資
す
る
部
活
動
地
域
展
開
を
進
め
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

《
第
4
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　

令
和
10
年
度
に
開
園
予
定
の

第
4
こ
ど
も
園
の
設
置
予
定
箇
所
は
峰
塚

中
学
校
の
通
学
路
に
面
し
て
お
り
、
周
辺

道
路
は
非
常
に
狭
く
、
登
校
時
間
は
交
通

事
故
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
具
体
的
な

安
全
対
策
を
伺
う
。

●
答
弁　

送
迎
時
の
安
全
確
保
に
十
分

配
慮
し
た
施
設
整
備
を
行
う
よ
う
事
業
者
に

求
め
て
い
る
。
地
域
の
皆
様
と
情
報
の
共
有

を
図
り
な
が
ら
取
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　

第
4
こ
ど
も
園
の
定
員
が

1
6
8
名
と
な
っ
て
お
り
、
西
浦
地
区
の

狭
隘
道
路
に
数
十
台
多
け
れ
ば
1
0
0
台

以
上
の
園
へ
の
送
迎
車
の
増
加
も
想
定

さ
れ
、
朝
夕
の
渋
滞
や
交
通
事
故
の
危
険
性

が
高
ま
る
。
初
の
民
営
化
と
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
市
と
事
業
者
の
間
で
結
ば
れ
る

公
私
連
携
協
定
に
ど
れ
だ
け
具
体
的
に

市
民
の
安
全
を
守
る
条
項
を
書
き
込
め
る

か
に
本
気
度
が
問
わ
れ
て
い
る
。
地
域
と

連
携
を
進
め
、
市
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
持
ち
、
事
業
者
と
実
効
性
の
あ
る
協
定

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
と

す
る
。

に
基
礎
調
査
、
8
年
度
に
改
定
予
定
。

●
要
望　
道
路
整
備
の
老
朽
化
対
策
、
農
業

基
盤
の
維
持
は
地
域
の
将
来
に
直
結
す
る
。

老
朽
化
設
備
の
修
繕
や
財
源
確
保
を
計
画

に
位
置
づ
け
、
環
境
を
整
え
る
よ
う
要
望
。

《
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
》

●
質
問　

イ
ノ
シ
シ 

・
ア
ラ
イ
グ
マ
等
に

よ
る
被
害
の
現
状
把
握
、
支
援
策
、
今
後

の
対
策
強
化
、
営
農
者
の
声
の
反
映
に

つ
い
て
、
動
物
愛
護
の
観
点
を
含
め
確
認

し
た
い
。

●
答
弁　

農
業
者 

・
J
A
・
猟
友
会
か
ら

の
聞
き
取
り
で
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
お
り
の
設
置
、
駆
除
委
託
、

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
お
り
の
貸
出
し
を
実
施
。

被
害
増
加
地
域
に
は
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
整
備
を
支
援

し
て
い
る
。

●
要
望　
被
害
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、

府
と
も
連
携
を
図
り
、
営
農
者
の
負
担

軽
減
に
向
け
支
援
を
強
化
す
る
よ
う
要
望
。

《
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
》

●
質
問　

L
I
C
は
び
き
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ

ー
ス
の
利
用
状
況
と
評
価
、
新
た
に
整
備

さ
れ
る
小
学
校
低
学
年
向
け
ス
ペ
ー
ス
の

内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

●
答
弁　

屋
内
で
安
心
し
て
利
用
で
き

好
評
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
9
割

が
満
足
と
回
答
。
中
央
図
書
館
内
に
令
和

8
年
4
月
開
設
予
定
で
、
読
書
環
境
や

知
育
玩
具
を
備
え
、
保
護
者
や
施
設
利
用

者
等
が
主
体
的
に
関
わ
る
交
流
の
場
と
し

て
も
活
用
す
る
。

●
要
望　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
、

非
常
に
重
要
な
取
組
で
あ
る
。
図
書
館
と

い
う
人
が
集
ま
る
場
所
で
、
自
然
と
多

世
代
が
交
わ
る
場
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
廃
園
や
空
家
な
ど
、
地
域
に

あ
る
既
存
の
資
源
を
活
用
し
、
子
ど
も
と

高
齢
者
が
自
然
に
集
え
る
多
世
代
交
流
の

居
場
所
の
整
備
を
要
望
。
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石
田
幸
平
（
日
本
共
産
党
）

《
古
市
駅
に
つ
い
て
》

●
質
問　

駅
東
側
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
危
険
を
承
知
の
上

で
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
は
鉄
道
事
業
者
任
せ
に
す
る
課
題
で

は
な
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、
当
市

に
も
役
割
が
あ
り
、鉄
道
事
業
者
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
き
た
の

か
問
う
。

●
答
弁　

当
市
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

の
整
備
に
つ
い
て
鉄
道
事
業
者
に
要
望
し
た

と
こ
ろ
、
地
形
及
び
構
造
上
の
制
約
に

よ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
困
難
で

あ
る
と
回
答
あ
り
。

●
質
問　
困
難
は
非
常
に
抽
象
的
で
あ
り
、

市
民
に
は
何
が
障
害
な
の
か
、
全
く
伝
わ

っ
て
こ
な
い
。
東
側
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
が
困
難
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て

詳
し
く
問
う
。

●
答
弁　

敷
地
に
十
分
な
余
裕
が
な
く
、

必
要
な
用
地
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
周
辺
に
は
建
物
も
近
接
し
て
い
る
。

●
要
望　

全
国
で
は
、
条
件
の
厳
し
い
駅

で
も
自
治
体
と
鉄
道
事
業
者
が
協
議
を

重
ね
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
実
現

し
て
い
る
自
治
体
が
存
在
す
る
。
重
要
な

の
は
、
困
難
だ
か
ら
で
き
な
い
と
結
論

づ
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
実
現

で
き
る
の
か
、
全
国
の
取
組
も
参
考
と
し

て
向
き
合
う
姿
勢
で
あ
る
。
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
の
問
題
、
過
去
に
当
市
で

見
る
と
、
西
側
に
は
、
鉄
道
事
業
者
が

単
独
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
国

の
補
助
制
度
も
活
用
し
て
、
国
・
大
阪

府
・
当
市
も
補
助
を
行
っ
た
こ
と
で
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。鉄
道
事
業
者

任
せ
に
し
な
い
、自
治
体
の
主
体
的
な
関
与

に
よ
っ
て
駅
東
側
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

を
早
急
に
進
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
公
共
施
設
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、施
政

方
針
で
も
施
設
の
危
険
性
の
観
点
か
ら

早
急
な
対
応
が
必
要
な
状
態
と
あ
る
が
、

ど
う
い
っ
た
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
る

の
か
、古
市
駅
近
辺
で
地
域
に
密
着
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点
づ
く
り
を
第
２

期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
検
討
さ

れ
る
の
か
問
う
。

●
答
弁　

市
民
会
館
に
つ
い
て
、早
急
に

取
壊
し
等
の
対
応
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。古
市
駅
周
辺
に
は
数
々

の
公
共
施
設
等
が
あ
る
が
、策
定
に
は
、

こ
う
し
た
施
設
等
も
含
め
、当
市
全
体
の

公
共
施
設
の
適
正
配
置
や
施
設
総
量
の

適
正
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

地
域
住
民
の
健
康
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
支
え
る
公
共
施
設
の
存
在
は
、

地
方
自
治
法
に
お
い
て
住
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
目
的
を
明
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
権
利
を

絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。当
市
で
は
、

市
役
所
の
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
は
極
め

て
大
き
な
財
政
負
担
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
。市
は
ど
こ
に
、何
の
た
め
に
税
金
を
使

う
の
か
と
い
う
明
確
な
説
明
責
任
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、あ
わ
せ
て

地
方
自
治
体
の
使
命
は
、市
役
所
の
本
庁
舎

を
立
派
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、市
民
の

命
、生
活
を
守
り
、福
祉
を
増
進
す
る
こ
と

に
あ
る
。第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

お
い
て
は
、古
市
駅
近
辺
に
安
価
で
気
軽

に
利
用
し
や
す
い
市
民
会
館
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
拠
点
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
る

こ
と
も
強
く
要
望
す
る
。

8

樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　

現
庁
舎
の
耐
震
性
能
が
不
足
、

新
庁
舎
建
設
の
意
義
、
機
能
面
等
総
合
的

に
訴
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
が
必
要
で
、
利
用
す
る
市
民

に
と
っ
て
D
X
化
に
よ
る
新
し
い
機
能
面
、

効
率
化
、
合
理
化
さ
れ
る
点
を
も
っ
と
わ
か

り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
う
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

●
答
弁　

現
在
、
広
報
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
、
計
画
策
定
、
設
計
完
了
な
ど
各
段
階

に
お
け
る
進
捗
状
況
の
周
知
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
案
内
を
中
心
に
行
な
っ
て
い
る
。
今
後

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
、
市
公
式
S
N
S
を
活
用

し
、
新
庁
舎
整
備
の
意
義
や
現
在
の
進
捗

状
況
等
を
随
時
発
信
し
、
よ
り
丁
寧
に

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
用
い
た
分
か
り

や
す
い
解
説
や
工
事
見
学
等
を
通
じ
た
段
階

ご
と
の
取
り
組
み
状
況
の
周
知
等
、
積
極
的

な
情
報
発
信
を
要
望
す
る
。

《
公
共
施
設
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
》

●
質
問　

公
共
施
設
の
在
り
方
は
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
、
従
来
の
つ
く
っ
て
増
や
す
か
ら
、

賢
く
使
い
、
計
画
的
に
減
ら
す
方
向
へ
と

大
き
く
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
早
急
に

建
替
え
が
必
要
な
公
共
施
設
で
あ
る
。

現
時
点
で
休
館
と
な
っ
て
い
る
市
民
会
館

に
つ
い
て
、
施
設
の
安
全
性
の
観
点
か
ら

も
耐
震
問
題
を
含
め
今
後
の
方
向
性
を

問
う
。

●
答
弁　

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
令
和
8
年
度
中
に
策
定
す
る
第
2

期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
各
施
設
の
方
針

を
決
定
す
る
。
と
り
わ
け
耐
震
性
が
不
十
分

で
危
険
性
の
高
い
市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、

解
体
等
も
含
め
た
対
応
に
つ
い
て
時
間
的

な
観
点
や
財
政
的
な
負
担
を
踏
ま
え
、
そ
の

手
法
も
含
め
た
検
討
を
進
め
て
お
り
可
能
な

限
り
早
期
に
対
応
す
る
。

●
要
望　
施
設
の
集
約
化
、
複
合
化
多
機
能

化
や
総
量
の
削
減
等
に
当
た
っ
て
は
、
行
政

だ
け
で
は
難
し
い
柔
軟
な
運
営
や
資
金
調
達

に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
民
間
活
力
を
取
り

入
れ
非
常
に
危
険
性
の
高
い
公
共
施
設
と

な
っ
て
い
る
市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、
解
体

等
も
含
め
早
急
な
対
応
を
強
く
要
望
す
る
。

《
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
公
立
中
学
校
制
服
の
共
通
化
に

つ
い
て
。
②
西
浦
幼
稚
園
跡
地
教
育
研
究
所

の
効
果
や
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

●
要
望　
①
共
通
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
急
激

な
物
価
高
騰
の
対
抗
策
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

と
個
の
尊
重
、
学
校
間
の
格
差
の
解
消
と

転
校
リ
ス
ク
の
低
減
、資
源
環
境
、
リ
ユ
ー
ス

の
最
大
化
、
同
じ
市
町
村
で
共
通
の
デ
ザ

イ
ン
と
な
れ
ば
転
校
時
の
買
い
直
し
が
不
要

に
な
り
、
学
校
ご
と
の
制
服
の
格
差
が
な
く

な
り
原
材
料
費
や
物
流
費
の
上
昇
が
続
く

中
、
自
治
体
単
位
で
発
注
を
ま
と
め
る
こ
と

で
量
産
効
果
が
動
き
価
格
を
低
く
抑
え
ら
れ

て
、
保
護
者
の
家
計
負
担
を
調
節
的
に
軽
減

で
き
る
。
将
来
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
統
廃
合
等

を
見
据
え
て
今
後
の
制
服
の
あ
り
方
等
を

考
え
る
よ
う
要
望
す
る
。
②
子
ど
も
た
ち
は

様
々
な
事
情
が
あ
り
多
様
な
居
場
所
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
る
、
大
切
な
こ
と
は
心
地

よ
い
居
場
所
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
。

教
育
研
究
所
が
西
浦
幼
稚
園
跡
地
に
移
転

す
る
こ
と
に
よ
り
様
々
な
体
験
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
培
い
、
挑
戦
す
る
力
や

自
立
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
場
と
な
る
よ
う

期
待
す
る
。
L
I
C
は
び
き
の
の
教
育
研
究

所
跡
の
活
用
に
つ
い
て
、
最
大
1
0
0
人

程
度
の
分
割
可
能
な
会
議
室
と
し
て
整
備

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
市
民
の
方
々
か
ら
は
、

1
0
0
人
程
度
が
入
れ
、
少
し
大
き
め
の

会
議
室
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
と
の
声
も

あ
り
、
今
回
の
取
り
組
み
は
多
く
の
市
民
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
。
引
き
続
き
、
市
民
ニ
ー
ズ

時
代
の
趨
勢
に
対
応
し
た
所
管
さ
れ
る
施
設

の
見
直
し
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。
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大
阪
府
の
保
険
料
は
全
国
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
更
な
る
負
担
増
と
な
る
こ
と
、

府
へ
の
繰
出
し
以
外
に
保
険
料
抑
制
の
た
め
の

基
金
活
用
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由

に
、
反
対
す
る
者
1
名
。
一
方
、
重
症
化
予
防

や
早
期
受
診
勧
奨
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
医
療

費
の
適
正
化
と
市
民
の
健
康
維
持
に
努
め
て

い
る
点
な
ど
を
評
価
し
、
賛
成
す
る
者
4
名
の

賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市

と
畜
場
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

処
理
頭
数
の
減
少
に
よ
り
、
と
畜
場
の
今
後

の
見
通
し
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
、
公
営
企
業

会
計
で
あ
り
な
が
ら
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

と
市
債
の
発
行
に
頼
っ
た
会
計
で
あ
る
こ
と
、

経
営
戦
略
の
見
直
し
の
先
行
き
が
不
透
明
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
反
対
す
る
者
1
名
。

一
方
、
市
債
の
活
用
に
よ
り
財
政
負
担
の
平
準

化
を
図
り
な
が
ら
必
要
な
設
備
投
資
を
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
者

4
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

保
険
料
引
き
下
げ
を
求
め
る
市
民
の
声
に

応
え
る
努
力
を
し
て
い
な
い
こ
と
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
ち
に
対
し
て
増
員
予
定

数
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
訪
問
介
護
の
基
本

報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
り
訪
問
介
護
事
業
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
危
惧
が
続
く
こ
と
な
ど

を
理
由
に
、
反
対
す
る
者
1
名
。
一
方
、
事
業

者
支
援
や
人
材
確
保
策
な
ど
に
よ
る
持
続
可
能

な
介
護
体
制
の
構
築
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

の
強
化
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
賛
成

す
る
者
4
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

対
象
者
を
75
歳
以
降
と
年
齢
で
区
切
っ
て

い
る
こ
と
、
被
保
険
者
の
ほ
と
ん
ど
が
年
金

の
み
の
収
入
に
頼
る
高
齢
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
更
な
る
負
担
増
と
な
る
こ
と
、
制
度
を

持
続
す
る
た
め
に
必
要
な
負
担
上
昇
を
高
齢
者

の
自
己
負
担
額
の
増
額
で
賄
お
う
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、反
対
す
る
者
1
名
。
一
方
、

レ
セ
プ
ト
の
分
析
に
基
づ
い
て
フ
レ
イ
ル
等
の

委
員
長
　
沼
元
さ
え
か（
大
阪
維
新
の
会
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た

４
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
】

令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
令
和
7
年
度
現

時
点
で
の
事
業
費
の
執
行
額
の
調
整
分
や
、

そ
れ
に
伴
う
交
付
金
等
の
追
加
及
び
減
額
が

要
因
で
あ
る
た
め
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は

な
く
、
本
市
の
様
々
な
取
り
組
み
を
広
く
市
民

に
周
知
し
、
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望

が
あ
り
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

今
年
度
予
算
は
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化
や
、

恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
広
場
整
備
に
も
予
算
配
分

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
評
価
す
る
点
は
あ
る
が
、

人
口
減
少
が
進
み
財
政
の
硬
直
化
が
続
い
て

い
る
本
市
に
お
い
て
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

新
庁
舎
整
備
事
業
は
、あ
ま
り
に
規
模
が
大
き
く
、

今
後
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫
す
る
恐
れ
が

あ
り
、
ま
た
老
朽
化
し
て
い
る
公
共
施
設
へ
の

対
策
が
先
送
り
さ
れ
、
第
4
こ
ど
も
園
の
民
営

化
を
進
め
る
な
ど
、市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
ず
、

市
独
自
の
暮
ら
し
へ
の
支
援
策
が
大
変
不
十
分

な
予
算
で
あ
る
な
ど
と
し
て
反
対
と
す
る
者

2
名
。
一
方
、
人
口
減
に
よ
る
市
税
収
入
の

伸
び
悩
み
、
年
々
増
額
す
る
扶
助
費
な
ど
財
政

状
況
が
厳
し
い
中
で
、
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
で
あ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
公
共
施
設
に

導
入
す
る
な
ど
歳
入
確
保
に
努
め
る
こ
と
は

必
要
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
子

育
て
支
援
の
拡
充
、
こ
ど
も
園
整
備
、
高
齢
者

施
策
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
施
策
に

重
点
を
置
い
た
効
率
的
な
予
算
配
分
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
健
全
な
財
政
運
営
を
意
識

し
た
予
算
編
成
で
あ
る
こ
と
等
を
高
く
評
価
し
、

賛
成
と
す
る
者
3
名
の
賛
成
と
す
る
者
多
数
に

よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市

財
産
区
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

財
産
区
財
産
は
地
域
に
お
け
る
共
有
財
産

状
態
を
客
観
的
に
可
視
化
し
、
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
層
へ
予
算
を
重
点
投
入
す
る
こ
と
で

費
用
対
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望

し
、
賛
成
す
る
者
4
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
黒
川
実（
自
由
民
主
党・

も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た

4
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
、

羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
】

生
活
に
密
着
し
た
道
路
で
あ
る
た
め
、
経
年

劣
化
等
に
伴
う
道
路
の
状
態
を
点
検
し
、
市
民

の
利
便
性
向
上
を
考
え
た
細
や
か
な
整
備
を

行
い
、
安
全
安
心
な
道
路
を
保
持
す
る
こ
と
等

の
要
望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
両
案
と
も
特
に

問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市

水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

給
水
人
口
の
減
少
が
進
ん
だ
際
に
お
い
て
も
、

健
全
な
財
務
運
営
を
維
持
す
る
こ
と
、
ま
た
、

災
害
時
な
ど
で
も
、
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定

供
給
の
維
持
な
ど
が
可
能
な
運
営
を
目
指
す

こ
と
等
の
要
望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の

物
価
上
昇
に
対
し
て
の
市
民
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
て
い
る
点
な
ど
を
評
価
し
、
本
予
算
に

つ
い
て
は
、
何
ら
問
題
は
な
い
と
し
て
、
全
員

一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市

下
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

水
路
改
修
等
が
事
故
の
無
い
よ
う
に
計
画

通
り
に
完
了
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
施
設
等
の

老
朽
化
を
見
据
え
た
、
計
画
的
な
イ
ン
フ
ラ

維
持
を
行
う
こ
と
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
今
後

懸
念
さ
れ
る
財
務
の
諸
問
題
に
対
し
、
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
継
続
や
D
X
の
推
進
等
で

解
決
し
て
い
く
こ
と
等
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
本
予
算
に
つ
い
て
は
、
何
ら
問
題
は
な
い

と
し
て
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

で
あ
り
、
地
域
の
環
境
整
備
や
活
動
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
適
正
な
管
理
と

有
効
活
用
、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
運
用
を
最
優
先
に
考
え
て
い
た

だ
く
こ
と
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

他
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
全
員
一
致
で

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度土

地
取
得
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

用
地
取
得
や
補
償
に
つ
い
て
は
地
域
住
民
や

関
係
者
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
の
で
、
今
後
も
丁
寧
な
説
明
と
調
整
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
議
案
に
つ
い
て
も
特
に
問
題
と
な
る
点
は

な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
百
谷
孝
浩（
大
阪
維
新
の
会
）

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た

6
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

園
児
の
安
全
管
理
の
徹
底
や
緊
急
時
の
医
療

体
制
の
構
築
、
保
育
士
間
で
の
情
報
共
有
を
密

に
す
る
こ
と
、
初
回
面
談
の
義
務
化
及
び
保
護

者
が
相
談
し
や
す
い
形
で
の
実
施
と
す
る
こ
と

な
ど
の
要
望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と

な
る
点
も
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

本
来
全
額
公
費
で
賄
う
べ
き
少
子
化
対
策
の

財
源
を
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ
徴
収
す
る
こ
と

は
制
度
趣
旨
に
反
す
る
な
ど
を
理
由
に
、
反
対

す
る
者
1
名
。
一
方
、
子
ど
も・
子
育
て
支
援
金

制
度
は
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
を
全
経
済

主
体
で
安
定
的
に
支
え
る
新
し
い
仕
組
み
で
あ

る
と
評
価
し
、
賛
成
す
る
者
4
名
の
賛
成
多
数

に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
】

民
生
産
業
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会


